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大 会 概 要

1．開催趣旨 全国の地域づくり団体や行政関係者が一堂に会し、自主的・主体的な地域づくりに資する全

国レベルの研修や情報交換を行うとともに、島根の多彩な地域づくりを全国に発信すること

を通して、県内外の地域づくりネットワークの強化・活性化を図ることを目的に、地域づく

り団体全国研修交流会島根大会を開催。

2．テ ー マ ご縁でつながる地域づくり　～島根から　はじまる　新たな物語～

3．主 催 地域づくり団体全国協議会

第39回地域づくり団体全国研修交流会島根大会実行委員会

島根県地域づくりネットワーク協議会

4．後 援 総務省

一般財団法人地域活性化センター

公益財団法人島根県市町村振興協会

5．特別協力 一般財団法人全国市町村振興協会

6．開催日時 令和5年11月10日(金) ～11月12日(日)
 ・ 分　科　会 ： 11月10日(金) ～11月11日(土)

 ・ 全体交流会 ： 11月11日(土) 18:00～20:00

 ・ 全　体　会 ： 11月12日(日) 10:00～12:00

7．開催場所  ・ 分　科　会 ： 島根県内８会場

 ・ 全体交流会 ： サンパレス益田（島根県益田市高津町イ2355-12）

 ・ 全　体　会 ： 芸術文化センターグラントワ（島根県益田市有明町5-15）
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分 科 会 一 覧

第1分科会
（安来市） 20人

18人

19人

15人

19人

17人

19人

18人

地域を愛し行動し誇りに思えるまちづくり
今日も明日も10年後もずっとえ～ひだ（比田）

市民が主役!! 松江の文化力を生かしたまちづくり

出雲神話と島根半島の大地の恵みを感じてみよう！

攻めの定住施策（ビジネスプランコンテストによる人材誘致）

支えあう、いま・福のある里づくり

関係人口との協働による江の川鐵道と新たな地域づくり

「ひとが育ち輝くまち益田」から全国へ

離島にもっと若者の還流を

第2分科会
（松江市）

第3分科会
（出雲市）

第4分科会
（江津市）

第5分科会
（浜田市）

第6分科会
（邑南町）

第7分科会
（益田市）

第8分科会
（海士町）

第8分 科会
（海士町）

第7分 科会
（益田市）

第5分 科会
（浜田市）

第4分 科会
（江 津 市）

第3分 科会
（出雲市）

第1分 科会
（安来市）

第2分 科会
（松 江市）

分科会（会場） テーマ 参加人数

第6分 科会
（邑南町）

全 体交 流会・全 体 会
（益田市）
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開 催 日 時 11月11日（土）18：00～20：00

会 場 ホテルサンパレス益田

主催者開会あいさつ 小笠原 勝司（第39回地域づくり団体全国研修交流会島根大会 実行委員長）

歓 迎 あ い さ つ 丸山　 達也（島根県知事）

来 賓 あ い さ つ 川住　 昌光（一般財団法人 地域活性化センター 常務理事）

来 賓 紹 介

乾 杯 発 声 山本　 浩章（益田市長）

分科会運営団体紹介 ８分科会代表

余 　 　 興 石見神楽【大蛇】　石見神楽久々茂保存会

閉 会 あ い さ つ 山本 宏史（とよかわの未来をつくる会 会長）

記 念 撮 影 全員撮影

閉 会

開 催 日 時 11月12日（日）10：00～12：00

場 　 　 所 島根県芸術文化センター　グラントワ

主催者開会あいさつ 岡﨑　 昌之（地域づくり団体全国協議会会長）

歓 迎 あ い さ つ 丸山　 達也（島根県知事）

来 賓 あ い さ つ 山越　 伸子（総務省地域力創造審議官）

来 賓 あ い さ つ 林﨑　　 理（一般財団法人 地域活性化センター 理事長）

来 賓 紹 介 山本　 浩章（益田市長）

分 科 会 報 告 第１分科会～第８分科会

次 回 開 催 県 Ｐ Ｒ 宮崎県

閉 会 あ い さ つ 小笠原 勝司（第39回地域づくり団体全国研修交流会島根大会　実行委員長）

閉 会

全体交流会・全体会プログラム

●全体交流会

●全　体　会
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全体交流会フォトギャラリー
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開会あいさつ
島根大会実行委員長 小笠原 勝司

　皆さん、こんばんは。
　昨日からはじまった第39回地域づくり団体全国研修交流会島根大会へようこそおい
でいただきました。
　北は北海道から南は沖縄県まで全国各地から140名を超える皆さんにお集まりいただ
きました。ありがとうございます。
　また地域づくり団体全国協議会の岡﨑会長をはじめ、本大会に後援をいただいております、総務省の山越地域力
創造審議官、地域活性化センターの林﨑理事長、また日頃より私たちの地域づくり活動にご支援をいただいており
ます、丸山島根県知事、山本益田市長にもご来賓としておいでいただいております。厚くお礼申し上げます。
　今回の島根大会では、「地域づくり」という原点にかえり、島根の多彩な地域づくりの取組に触れて感じていた
だける内容を意識しました。
　８つの分科会では、それぞれの地域課題を自分たちで解決するための活動を日々している団体が運営団体になっ
ています。
　昨日から、晩秋の島根らしく雨天からのスタートとなってしまいました。
　本大会のスローガンは、「ご縁でつながる地域づくり」です。天気ごときで「ご縁」づくりに支障をきたすこと
はありません。
　すでに各分科会でのご縁によるつながりはできていると思います。
　海士分科会では、海士会場でさらに深い親交をしていただき、この益田会場では140名の参加者相互の交流に集
中していただき、さらに多くのご縁でつながっていただきたいです。
　不慣れな私どもスタッフではありますが、明日の全体会が終了するまで、心を込めて皆さんをおもてなしさせて
いただきますので、一緒に盛り上がっていきましょう。
　どうぞよろしくお願いします。

全体交流会あいさつ
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歓迎あいさつ
島根県知事 丸山 達也

　皆さん、こんばんは。島根県知事の丸山達也でございます。
　「第39回地域づくり団体全国研修交流会島根大会」の交流会が盛大に開催されますこ
とをお喜び申し上げますとともに、全国からお集まりの皆様を心から歓迎申し上げます。
ようこそいらっしゃいました。
　さて、昨日、今日と県内８会場で分科会が開催されたと伺っております。全国から参
加される皆様方に、県内各地の様々な魅力を直に体験していただけたことを大変うれしく思っております。
　ここで、少し島根県の話をさせていただきたいと思います。島根県は古くは出雲国（いずものくに）、石見国（い
わみのくに）、隠岐国（おきのくに）という三国から成り、地理的・歴史的な背景から、それぞれに特徴ある文化・
風土がございます。
　また、島根はご縁の国とも言われています。旧暦10月10日（令和５年は11月22日）は、全国から八百万の神々
が集い、万物を結ぶ「ご縁」について相談する神議りを行う地であることから、全国で島根県だけ10月を神在月
と呼ぶことはご存じの方も多いと思います。ここにご縁の国と言われる所以がございます。ご縁とはつながりであ
り、まさに地域づくりに取り組まれている皆様が大切にされているものではないでしょうか。今大会で新たなご縁
を結んで頂けますと幸いです。
　本日会場には、しまね和牛やのどぐろ、益田市を流れる清流高津川でとれた鮎、鴨島蛤など、島根の多彩な食材
を使った料理をご用意しております。中でもしまね和牛は、島根県内で生産されている黒毛和牛で、昨年、全国の
銘柄牛が肉質を競う２大大会である全国和牛能力共進会と全国肉用牛枝肉共励会で全国１位に輝きました。実は、
同一ブランド牛がこの２冠を達成したのは全国で初めてのことでございます。本日はぜひ、全国に認められたしま
ね和牛を味わっていただきたいと思います。
　結びに、39回目となる地域づくり団体全国研修交流会の歴史の中で、初めての島根県開催という機会をいただ
きましたことにお礼を申し上げるとともに、今大会テーマにもございますが、全国の地域づくりに取り組む皆様と
のご縁がつながる交流会になりますようお祈り申し上げて、私からの歓迎のご挨拶といたします。本日はおめでと
うございます。
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来賓あいさつ
一般財団法人地域活性化センター 常務理事 川住 昌光

　皆さん、こんばんは。一般財団法人地域活性化センター常務理事の川住でございます。
　このたびは、本大会が、県内外から地域づくり団体や地方自治体の方々など、地域づ
くりにたずさわっておられる皆様の参加を得て、ここ島根県で開催されますことを、心
よりお喜び申し上げます。
　私ども地域活性化センターは、地域づくり団体全国協議会の事務局を務めさせていた
だいており、地域づくり団体の活動支援を行わせていただいております。平成30年４月から地域活性化センター
の賛助会員制度を導入し、より熱心に地域づくり活動を行う団体に対し、重点的に支援を行うこととしました。皆
様におかれましても是非とも入会いただきますようお願いいたします。
　地域づくり団体全国協議会の今年度の活動として、昨年度に引き続き、５月に総務省と連携して地域づくり団体
都道府県協議会会長及び都道府県地域づくり団体担当課長会議を開催しました。その中で、島根大会の実行委員長
であります小笠原勝司様から今大会に向けた活動の報告をいただきました。私自身、本大会の開催を心待ちにして
おりました。
　現在、それぞれの地域には、少子高齢化や地域経済の停滞などの厳しい状況下にありながら、地域の課題解決に
向け積極的に活動されている皆さまがおられますが、そのことに改めて敬意を表しますと共に、当センターといた
しましても、地域づくり団体全国協議会の活動をはじめ、全国の地域づくり団体の活動を今後とも支援して参りた
いと考えております。
　今回、全国の地域づくり団体の皆様が、ここ島根県において『ご縁でつながる地域づくり～島根からはじまる新
たな物語～』をテーマに開催される研修交流会を通じて、県内８ヵ所で開催される分科会も含めて、歴史や自然、
また島根県が誇る食文化などの地域資源に触れつつ、現地で展開されている多くの地域づくりの取り組みについて、
その地域の皆様から直接学び、互いに情報を共有し、人と人との交流や連携の輪を広げられたことは、まことに有
意義なことと存じます。
　全国からご参加の皆様におかれましても、この研修交流
会で得られた知識、体験、人的ネットワークなどをそれぞ
れの地域へお持ち帰りいただき、今後の地域づくりに生か
していただきたいと存じます。
　最後になりましたが、本大会の開催にあたりご尽力いた
だきました島根大会実行委員会をはじめとする地域づくり
団体の皆様、島根県及び県内市町の関係者の皆様に心から
感謝申し上げますとともに、本大会が成功裏に終わります
ことをご祈念申し上げまして、私の挨拶とさせていただき
ます。
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乾杯発声
益田市長 山本 浩章

　皆さん、こんばんは。益田市長の山本浩章です。
　本日は、「第39回 地域づくり団体 全国研修交流会」を益田市で開催いただきますこ
と、島根県で開催いただきますことを感謝申し上げますと共に、全国各地よりおいでい
ただきました皆さま方を心から歓迎申し上げます。
　益田市では、人口減少という大変深刻な課題に直面し、平成26年の２月に全国に先
駆けた形で人口拡大計画を定めました。その後に、政府の方でも地域の、特に地方の人口減少が深刻な課題である
ということで、地方創生、それから総合戦略の策定が始まりました。
　益田市はその先立って策定しました人口拡大計画をベースにし、平成27年の10月に益田市の「まち・ひと・し
ごと創生総合戦略」を策定しました。その中には４つの基本目標があり、それぞれの担い手を育成していくこと、
人材の育成確保が何よりも重要であるということを再認識し、平成28年の３月には、「益田市ひとづくり協働構想」
を策定しました。その中においては“広く次世代を担う人材育成”、そして“職業仕事・産業を担う人材育成”、“地
域の担い手の育成”、この３つの人材育成をそれぞれ連関させて、また行政や学校だけではなく、地域や企業さま
ざまな団体の方々と連携して行なっていくという方向を示したところです。
　今日おいでの皆様方は、まさにその３本目の柱であり、地域の担い手に当たられる方ではないかと思っておりま
す。そういった方々が今日ここにお越しいただき、交流を深めていただくということは、大変意義深いことである
と思っております。
　今日のメニューを見ますと、島根県のさまざまな特産物をご用意しているようでございます。ぜひ料理に舌鼓を
打っていただき、お話に花を咲かせていただければと思っております。乾杯は、益田市の特産である柚子の果汁と
蜂蜜を使った「ゆずっこ」という飲み物で行なっていただきます。このゆずっこ、価格はリーズナブルですが、最
近では旅館などのウェルカムドリンクでも採用が増えてきていまして、注目されている飲み物でございます。是非
今日は島根県益田市からの歓迎の気持ちを込めて、このゆずっこを皆さまに飲んでいただきたいと思います。
　全国の地域づくりの機運が、この全国研修交流会を通して広がるとともに、明日の全体会へと繋がることを祈念
し、乾杯！
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閉会あいさつ
とよかわの未来をつくる会 会長 山本 宏史

　皆さん、こんばんは。交流会、お疲れ様でした。先ほどの石見神楽はいかがでしたで
しょうか。舞っていただいたのは、私の住んでいる豊川地区に拠点を置いて活動してい
る保存会の皆さんです。日本全国いろんな地域に神楽がありますが、地域によって神楽
の演目や踊り方、お囃子、衣装などの違いがあるようですので、初めて見る方も、それ
ぞれの地元で神楽を楽しんでおられる方も、初めての土地の神楽を見られると、新鮮で
楽しんでいただけたのではと思います。
　さて、昨日から今日にかけ、分科会、そしてこの交流会と、皆さん大変お疲れ様でした。特に県東部の分科会に
参加された皆さんは、長距離の移動で大変お疲れになったのではと思います。
　この全体交流会、皆さんいかがでしたでしょうか。限られた時間の中で開催することになりましたので、まだ食
べ切れてないとか飲み足りないとか、会話がし尽くせないとか、いろんな思いを持っている方いらっしゃると思い
ます。その辺は大変申し訳なく思っています。最初の乾杯のご挨拶で益田市長さんもおっしゃられたように、食材
についてはできるだけ島根県産を使うようにしており、お酒の方も県内の多くの酒蔵さんからお酒を取り寄せさせ
ていただきました。先ほど試飲コーナーを見させてもらったところ、すごい盛り上がりで、大変良かったと思って
います。これがおもてなしになったかは分かりませんが、島根の味を楽しんでいただければ幸いと思っています。
　この島根大会も、いよいよ明日の全体会で終わりになります。今回の島根大会では、「ご縁でつながる地域づく
り～島根からはじまる新たな物語～」というテーマを掲げております。このご縁というのは非常に大きな力、不思
議な力を持っている言葉だと思います。ぜひ皆さん、地元にお帰りになられる時は、このご縁と今日の繋がりをしっ
かり持って帰っていただき、これからの地域活動の取り組みに生かしていただければと思います。そしてその素晴
らしいご縁という言葉と繋がり、これがもし少しでも何かの形で表すことができれば、そこからまた新たな物語が
それぞれの地域で始まっていくのではと思っています。
　最後になりますが、今日お集まりの皆さんの益々の御活躍と、そして料理や配膳をお世話いただいた会場スタッ
フの皆さまに熱くお礼を申し上げまして、閉会のご挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。
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開会あいさつ
地域づくり団体全国協議会 会長 岡﨑 昌之

　皆さん、おはようございます。昨夜は久しぶりに従来のような全体交流会が開催でき、
皆さま方も久々の出会いや交流を楽しまれたことと思います。
　一昨日からの分科会、全体交流会、そしてこの全体会の開催につきましては、島根県
知事様はじめ県庁の皆さま、開催自治体の皆さま、とりわけ現場で活動されている地域
づくり団体の皆さまが、真摯にご対応いただきました。厚く御礼を申し上げます。私自
身は益田市での分科会に参加し、地元の次代を担う若い方々の活躍に大変感動しました。
　本大会には総務省から山越伸子地域力創造審議官、また地域活性化センターからは林﨑理理事長にご出席をいた
だき、様々なご支援も賜り、誠に有難うございました。
　私自身かなり古くから地域づくりに関わってきましたが、その経験からしますと、島根県は地域づくりの先進
県だと思っております。初めて島根県に伺ったのは隠岐の島後でした。昭和50年代の初頭で、島後は当時４町村、
その中の布施村のことが強く印象に残っています。人口は500人ほどで、故山口貞美村長が村の歴史をとうとうと
語ってくださったのです。布施では江戸時代から奈良県の吉野から杉の苗を持ち帰り、山に植えた歴史があるので
すが、外材が入るようになり、布施の杉が売れなくなった。そこで山口村長は都市部の人に布施の杉を立ち木のま
ま買って貰い、生育後それを伐採した時に得た収益を折半するという仕組みを考えました。これが後の林野庁の特
定分収造林制度ですが、その先鞭を隠岐の布施村が作ったのです。都市の力を村へ、村の魅力を都市へという都市
農村交流を、昭和50年前後から考え、地道に展開しておられました。
　今回、隠岐島前の海士町でも分科会を開いていただきました。隠岐島前高校では入学志願者が減少し、住民も島
外流出する事態となり、その状態を立て直すため、山内前町長が自らの給与、町管理職の給与も大幅に減額するこ
とで住民に決意を示し、高校の再生と海士町の地域づくりの道筋を指し示しました。実際に東京や大阪、海外から
も隠岐島前高校を目指す「島留学」が起こったわけです。現在では高校生だけでなく、大人の島留学を通して移住
者も受け入れることに繋がっています。この試みが、現在、全国の小規模高校の再生に繋がる「地域みらい留学」
の原点となっているのです。
　旧吉田村（現雲南市）でも、大手製鉄会社と提携し、この村で古くから伝承されてきた「たたら製鉄」の再生の
試みに取り組み全国の注目を集めました。現在の雲南市も小規模多機能自治、地域自治組織の試みで全国の先頭を
走っています。もう少し西の邑南町は子育て支援、移住者受入れで成果を挙げています。山間部ながら合計特殊出
生率が2.46と聞いたことがあります。合併前の旧石見町では、ハーブ栽培等で公園整備をする「香木の森」事業
を実施し、これに魅せられた関西からの若い女性がそれに参加し、移住してきました。山間部でのこの出生率は、
こういう以前からの取組の延長線上にあるものではないかと考えます。
　このように島根県の地域づくりの取組は全国をリードし、それが脈々と現在に繋がっていると思います。
　地域づくり団体の皆さんにおかれましては、地域の価値を大切にしながら、足元の集落や組織を基点にし、外と
手を結び合う、足元を固め連携を深める、こういう視点を大切にしながら地域づくりを進めていただくことが重要
だと考えています。全国協議会も今回のような全国大会、各地での地域コーディネーター研修会などを通じて、と
もに進んでいきたいと考えております。

全体会あいさつ
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歓迎あいさつ
島根県知事 丸山 達也

　島根県知事の丸山でございます。
　本日は、全国から多くの皆様のご出席のもと、「第39回地域づくり団体全国研修交流
会島根大会」がこのように盛大に開催されますことを、お喜び申し上げます。
　また、ご臨席いただいたご来賓の皆様方におかれましては、日頃より県勢の発展に格
別のご尽力を賜っておりますことに厚くお礼申し上げます。
　本日の会場である島根県の芸術文化センター「グラントワ」は、ホールと美術館の複合施設で、日本を代表する
建築家の１人、内藤廣先生の設計によるものです。
　現在、内藤廣先生の企画展を開催しており、「ビルドとアンビルド 建ったものと建たなかったもの」つまり、コ
ンペに勝ち抜いて建物になったものと、勝ち抜けなくて模型で終わったものを２つまとめて一堂に見ていただける
という企画展になっております。建ったものは資料が残りますが、建たなかったものは残っていない場合もありま
すので、内藤事務所にご協力いただいて実現できた企画展でございます。
　内藤先生の作品づくりは、赤鬼と青鬼というフレーズで象徴されています。赤が情熱、青が理性、情熱と理性そ
の相克、せめぎ合いの中で様々な作品を創り上げていくのです。
　地域づくり活動もまた、情熱と現実を見据える理性、その組み合わせが大事だと思いますし、ビルドとアンビル
ドのように、うまくいくこともあれば、うまくいかないこともある中で、成功と失敗から学んで前に進んでいくと
いうことではないかと思います。
　お時間が許せば、ぜひ内藤廣企画展に立ち寄ってみてください。
　さて、島根県では、「人口減少に打ち勝ち、笑顔で暮らせる島根」を目指し、県民の皆様と共に総力を挙げ、様々
な取り組みを進めております。地方の地域力低下が言われて久しいですが、本県では、様々な地域づくり団体が県
内各地で活発に活動し、協働を図りながら、地域の課題解決に向け取り組んでおられます。
　今大会では、「観光」「定住」「関係人口」などのテーマによる、８つの分科会で各地域の特色ある取り組みを皆
様に体験いただきました。どの分科会にも共通しておりますのは、地域を元気にしたいという思いであり、住民の
皆様が主体的に取り組んでいるという点でございます。こうした点を各分科会のプログラムの中で感じていただけ
たのではないでしょうか。
　３日間にわたる大会の中で、ご自身の地域での今後の活動につながるものを一つでもお持ち帰りいただくこと
で、この島根大会の意義があると考えております。今大会が皆様の地域における課題解決の一助になることを心か
ら願っております。
　結びに、島根大会のテーマである「ご縁でつながる地域づくり～島根からはじまる新たな物語～」のとおり、本
大会で結ばれたご縁が、新たな地域づくりへの契機となることを祈念いたしますとともに、本日ご参加の皆様方の
益々のご活躍とご健勝をお祈りいたしまして、歓迎の挨拶といたします。
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来賓あいさつ
総務省地域力創造審議官 山越 伸子

　総務省地域力創造審議官の山越と申します。本日は全国から多くの方々のご参加を経
て、「ご縁でつながる地域づくり～島根からはじまる新たな物語～」とのテーマで島根
大会がこのような素晴らしい会場で、このように盛大に開催されますこと、まず心から
お慶び申し上げます。そして本日お集まりのご参加の皆さまにおかれましては、各地域
でさまざまな課題を解決に資するべく、地域づくりの活動にご尽力いただいております
ことを、この場を借りてお礼を申し上げたいと思います。
　一昨日、昨日と、分科会におきまして非常に熱心なご議論がなされたとお聞きをしております。私も昨日全体交
流会で直接お話をお聞きする中で、皆さまの熱気とエネルギーを直接肌で感じました。また皆さまのさまざまな活
動が多様な全国の地域の暮らしを支えるところに非常に大きな役割を果たしているのだなと、改めて認識したとこ
ろでございます。この３日間の議論の中で、またご縁でつながれた皆さまのさまざまなネットワークがまた全国の
取り組みに役立てていただければと期待をするところでございます。
　さて、政府といたしましては、地方創生という立場で「デジタル田園都市国家構想」のもとで、特に都市から地
方に人の流れを作る、あるいは地域づくりの担い手を確保するということを柱として取り組ませていただいており
ます。
　総務省として推進をしております「地域おこし協力隊」は、制度創設以来15年経ちまして、今全国で隊員数が6,447
名、受け入れ自治体も1,116自治体となったところでございます。任期終了後も約65パーセントの方々が地元に定
住されているなど、地域活性化の大きな力となっていると考えております。皆さまが活動されている地域でも身近
に感じていただくことが多いと思いますし、連携して取り組まれている団体も多いかと思います。令和８年度まで
に、この現役隊員数を１万人まで増やすことを目標に、私どもとしてもさらに各自治体における取り組みの支援を
していく予定でございます。
　またこの地域おこし協力隊のように、移住まではされなくても特に最近、都市部の民間企業社員の即戦力を活用
するための、「地域活性化起業人」という取り組みを進めておりますが、ここ数年、コロナ禍の影響もありました
が、かなり大きく増加しており、ご活躍いただいております。地域活性化に寄与していただくことも重要ですが、
将来的なコアな関係人口として引き続きその地域づくりにつながっていただくという意味でも重要だと思っており
ます。これについてもさらに強化をしていきたいと思っています。
　また、皆さまのさまざまな取り組みの中で、普段から連携していただいております地域で暮らす人々が中心となっ
た「地域運営組織」の取り組みであるとか、集落支援員などによります「集落ネットワーク圏」の形成など、地域
の暮らしを守る取り組みについても引き続き支援をしていきたいと思います。
　それから、令和２年度に創設された制度で「特定地域づくり事業協同組合」というものがございます。これは、
地域の仕事を複数組み合わせて、年間を通じて仕事を創出する、マルチワークで地域の担い手を確保する、そうい
う政策になります。これまで全国94市町村で91組合が設立をされておりまして、地域の担い手確保の受け皿とい
う機能もございますので、これについても普及をしてまいりたいと思っています。
　今般のコロナ禍を経まして、地方の暮らしへの関心が非常に高まっており、移住への関心も非常に増えておりま
す。私どもで統計的に取っておりますデータによりましても、令和４年度が過去最高の相談件数になる見込みとなっ
ております。こういう機会をチャンスとして、総務省としても全国の皆さまの地域づくりの取り組みがさらに発展
するように一緒に取り組んでまいりたいと思います。
　最後に、本大会の開催にあたりましてご尽力をいただきました岡﨑会長、島根県大会実行委員会をはじめとする
地域づくり団体の皆さま、島根県内の関係市町村の皆さまに、心から感謝を申し上げますとともに、本大会の成功
とご参加いただきました皆さまのご健勝ご活躍を祈念いたしまして、私のご挨拶とさせていただきます。
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来賓あいさつ
一般財団法人地域活性化センター 理事長 林﨑 　理

　活性化センター理事長の林﨑でございます。昨夜の交流会の盛況ぶり、先ほど岡﨑先
生もしみじみとおっしゃっていましたが、本当に胸を打つものがあり、昨年の長崎の取
り組みがその道を開いていただいたわけでありまして、そして今年は島根の益田市で全
体会を盛大に行ったわけであります。
　かつてはこの全体会で、千人を超えるような地域づくりの関係者の方々が全国から集
まっていた、そういう時期もあったと聞いております。その後コロナという時代も乗り越え、こうしてまた全体会
が盛大に行われ、来年は宮崎がこれをさらに引き継いで、１歩１歩大きなものになっていけばと思う次第です。
　私どもの地域活性化センターは、昭和60年に設立されました。全地方公共団体の皆さま方、経済界の有志の皆
さま方で出捐をしてできた財団で、38年になりますが、「地域づくりは人づくり」ということで、当センターには
全国の自治体から55人の研修生の方が２年間、それぞれ任務を背負って来ていらっしゃいます。その方々がいろ
いろなセミナーや研修会などに参加をして勉強して、大きくなってそれぞれの地元の自治体に帰っていき地域づく
りに邁進していく、こういった取り組みをしてきておりまして、各地で当センターの OB・OG が活躍しているわ
けであります。これからも私どもは地域づくりの人材育成を中心にしっかりと頑張っていこうと考えております。
　また先ほど会長からも紹介がありましたが、私どもは地域づくり団体全国協議会の事務局を担うとともに地域づ
くり団体の支援をさせていただいております。今年度の活動の一端を申し上げますと、５月には昨年度に引き続い
て総務省と連携し、地域づくり団体、都道府県協議会会長及び都道府県地域づくり団体担当課長会会議を開催いた
しまして、あのNPO法人グリーンバレーの理事長大南信也様による特別公演の後にトークセッションを行い、議
論を深めたところであります。またこの島根大会の実行委員長であります小笠原勝司様から、今大会に向けた活動
の報告もいただきました。当センターとしても、これからもしっかりと全国の地域づくり団体の活動を支援してま
いりたいと考えております。
　今日これから分科会報告ということで私も楽しみにしております。こうしてコロナを乗り越えて各地の地域づく
りに頑張っていらっしゃる皆さまがここに一堂に集まり、お互いの研究成果なども発表し合うということですから、
皆さま方もこの貴重な場で大いに意見交換をしていただき、明日からのそれぞれの地域づくりに邁進する力として
いただきたいと思っております。
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地域を愛し行動し誇りに思えるまちづくり
今日も明日も10年後もずっとえ～ひだ （比田）

第 1 分科会 安来市

●開催概要

●分科会での様子

分科会スケジュール

　第１分科会では、人口減少社会の中で、地域の若手を中心に立ち上げた地域

運営組織「えーひだカンパニー株式会社」の取組紹介やUIターン者の活動紹介、

意見交換を実施し、自立した地域づくりを目指す団体の取組に触れて頂くとと

もに、ワークショップ等を通して、参加者の皆さんから地域づくりのヒントを

いただき、学び合う時間を共有しました。

　また、団体が運営している産直市場の見学や実際のどじょうすくい体験など

を行い、全国1200社を超える鉄の神様 金屋子神社の総本宮参拝、庭園日本一

と言われる足立美術館の見学など全国の方々と交流を行いました。

1日目

2日目

11月10日 （金）

11月11日 （土）

13：00 JR安来駅集合出発
14：00 オリエンテーション（比田交流センター）
14：45 どじょう掬い体験（比田交流センター）
15：25 金屋子神社参拝
16：20  比田活性化プロジェクトの説明・意見交

換（比田交流センター）
18：00 交流会　比田の食でおもてなし（丼々）
21：00 宿泊先到着（亀嵩温泉玉峰山荘）

 9：20 IUターン者の声・意見交換・ふりかえり
 （比田交流センター）
11：00 比田太鼓披露（えーひだ市場）
11：15 えーひだ市場で自由行動
11：45 昼食（丼々） 
13：00 足立美術館鑑賞
15：01 特急スーパーおき乗車（JR安来駅）
18：00 全体交流会開始

コーディネート団体 　えーひだカンパニー株式会社

安来駅にてお出迎え

どじょう掬い踊りで一気に和やかに

御祈祷中。宮の欅造りに感動！

どじょうのから揚げ、安来和牛串焼き

地酒はいかがでしょうか！

心を込めて手書きのお品書き

HPはこちら
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●分科会での様子

●参加者アンケート紹介

参加者内訳
【20名】

宮崎県 ４名、熊本県 ２名、群馬県 １名、広島県 １名、長崎県 ４名、島根県 ３名、東京都 １名、
栃木県 ２名、福岡県 １名、和歌山県 １名

えーひだカンパニーの社長です

重さ当てクイズに大興奮

「UIターシ者の声」３人の発表が心に沁みる

みんな笑顔の「ふりかえり」

歓迎比田太鼓、獅子舞も登場！

市場でお買い物ありがとうございました

分科会を振り返って

　地域を思い行動を起こして、地

域の皆で力を合わせて地域づくり

を継続してきたからこそ、今回の

ような機会をいただき、沢山の素

敵なご縁をつなぐことができまし

た。

　地域づくりは自分たちの住む地

域の魅力を再発見出来る良い機会

です。今回のご縁を大切にし、共

有した貴重な体験を今後の地域づ

くりに活かしていきたいと思いま

す。

　そして今日も明日もずっと「え

～ひだ」なぁと思えるように地域

みんなで手を取り合って、楽しく

地域づくりを行っていきたいと思

います。

どじょう掬い体験は
いかがでしたか？

振り返りワークショップは
いかがでしたか？

交流会はいかがでしたか？

全体を通していかがでしたか？

◆ どじょう掬い体験は初対面の方ばかりで緊張していましたが、
緊張がほぐれました。

◆ 金屋子神社では、インバウンドウケがとてもありそうな宮司
さんの話だった。ふいごの様子など見たいと思ったので視覚
資料（VTRの視聴）などあればもっと充実すると思います。

◆ えーひだカンパニーの説明についてプロジェクトを立ち上げ、
様々な世代でワークショップを開き全員を巻き込んでいくこ
とは、非常に大事だと思った。自分事として意識することが
必要。

◆ 交流会では、全国様々な地域の人とつながることができ、意
見を交わせたことがよかったです。今後もこのつながりを大
切にしたいです。

◆ 振り返りでは、３人のお話がとても心にひびきました。やは
り地域の方々が取り込む姿をしっかり次世代に見せる必要が
ありますね。

◆ 全体を通して盛りだくさんな内容で充実の２日間でした。個
人的にはえー比田のみなさんと、もっと詳細にお話しする時
間があればよかったです。

良かった
17％

大変良かった
83％

良かった
16％

大変良かった
84％

良かった
22％

大変良かった
78％

良かった
16％

大変良かった
84％
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市民が主役!!
松江の文化力を生かしたまちづくり

第 2 分科会 松江市

●開催概要

●分科会での様子

分科会スケジュール

　2021年に松江市が制定した ｢松江の文化力を生かしたまちづくり条例｣ は、
市民の誇りである ｢豊富な文化財｣ ｢伝統文化｣ ｢茶の湯文化｣ ｢生活文化｣ ｢市
民とともに育む文化芸術活動｣ ｢拠点となる文化施設｣ ｢松江的景観｣ を松江の
文化力を支える7つの柱と位置づけ、その魅力の活用と継承に官民を挙げて取
り組んでいます。
　第２分科会では、最初に文化芸術の力でまちを元気にしている実践者からの
活動報告を聞き、続けてチームに分かれて ｢まちあるき×謎解きゲーム｣ に取
り組むことにより、松江の文化についての概要を楽しく学んでいただきました。
その後、実際に各分野で熱心に取り組まれている多様な文化活動の体験を通し
て、文化力で地域を盛り上げている人々やそのネットワーク、またそれを楽し
む市民の姿に触れていただきました。

1日目

2日目

11月10日 （金）

11月11日 （土）

12：30 受付開始(縁雲イベントスペース)

13：00 実践者とのクロストーク！
 ・松江の文化力を生かしたまちづくり条例
 ・ノヴィープロジェクト
 ・不昧公とお茶文化
 ・音楽のまちプロジェクト
 ・子どもアートDay
15：45 謎解き×まちあるき
18：00 ジャズと地酒の夕べ(湖畔のレストラン ラシヌ)

20：00 宿泊先へ(松江ニューアーバンホテル)

 9：10 集合(松江城大手前馬溜)

 9：30 松江の市民文化体験
 ・不昧流お茶席(二の丸中櫓)

 ・国宝松江城天守登閣
 ・音楽のまちプロジェクト(興雲閣)

 ・鼕体験(内中原鼕保存会)

11：45 昼食(ぐるっと松江堀川めぐり べんとう船)

13：30 ノヴィーコンサート(ごうぎんカラコロ美術館)

14：00 全体会会場(益田市)へバス移動

オープニング@縁雲

実践者とのクロストーク

チームに分かれて謎解きゲーム

謎解き×まちあるき （山口薬局）

謎解き×まちあるき（加島茶舗）

謎解き×まちあるき（カラコロ広場）

HPはこちら

コーディネート団体 　松江NPOネットワーク
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●分科会での様子

●参加者アンケート紹介

参加者内訳
【18名】

茨城県 １名、宮崎県 ７名、群馬県 １名、石川県 １名、長崎県 ２名、鳥取県 １名、島根県 １名、
栃木県 １名、福井県 ２名、東京都 １名

美術館レストランでジャズと地酒

音楽のまちプロジェクト

市民が守った国宝松江城天守閣

不昧流お茶席体験

鼕体験

松江城堀川遊覧

分科会を振り返って

　豊かな歴史と伝統、有形無形の
文化財に恵まれた松江市ですが、
それは、長きにわたる市民の主体
的・持続的な取り組みにより守り
伝えられてきたのだということを
お伝えするのが、私たちの願いで
した。参加者の皆さんの感想を読
んで、伝わった！と喜んでいます。
　企画した私たちにとっても、ま
ちを元気にしようと奮闘する方々
と改めて出会い、松江の魅力を再
発見する機会となりました。この
分科会の企画運営を通して市民活
動団体同士や行政とのつながりが
さらに広がったと感じています。
　全国の地域づくり団体の皆さん
とのご縁に感謝し、より住民幸福
度の高い地域を目指して、今回の
分科会で得たネットワークを活用
していきたいと思います。

◆ 文化を絆に市民同士がつながり、世代を超えて活動の場
を広げている様子が伝わってきました。

◆ 市民のネットワークと自律的な活動、さらに継続的に続
けようという意欲が印象に残りました。

◆ 城があるということが歴史・文化の源流となっているこ
と、観光客目線ではない、地域の方目線でのシビックプ
ライドを感じます

◆ 松江市素晴らしいところでした！私の地元
も同じように魅力的な場所にしていきたい
と改めて思いました。

◆ 地域づくりをする方と松江市役所との連携
について参考になりました。クロストーク
では「支援はまだまだ」とお話がありまし
たが、興雲閣などの会場を一般に供してい
ること、団体の皆様といろいろ話し合える
関係の構築など、勉強になります。

あなたの所属を
教えてください

分科会のおもてなしは
どうでしたか

ご自身の活動や業務の
参考になりましたか

その他
12%

県市町職員
23％ 地域で

活動する方
65％

参考に
なった
18%

とても参考になった
82%

とてもよかった
100%
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出雲神話と島根半島の
大地の恵みを感じてみよう！

第 3 分科会 出雲市

●開催概要

●分科会での様子

分科会スケジュール

　2017年に日本ジオパークに認定された島根半島・宍道湖中海ジオパークは、
東西約65㎞の長い島根半島をはじめラムサール条約登録湿地に指定されてい
る宍道湖・中海、そして出雲南部エリアにある立久恵峡や沖積平野でもある出
雲平野などの地質をはじめ生物生態系に恵まれ、神話が根付くジオパークです。
　第３分科会では、日御碕島根半島・宍道湖中海ジオパークの魅力や地域の歴
史・文化に触れていただくとともに、地域資源の活用や保全活動などジオパー
クを通じた地域活性化の取組を全国に発信する目的で実施しました。
　北前船の寄港地であった鵜鷺地区の集落活性化の様々な取組紹介や、地域資
源を活かした藻塩づくりを実際に体験いただきました。
　また、日御碕灯台や稲佐の浜、出雲大社などガイドする中で、出雲の地域や
文化に根ずく神話や伝承を体感していただきました。

1日目

2日目

11月10日 （金）

11月11日 （土）

13：00 JR出雲市駅　北口バスターミナル集合
14：00 日御碕ジオガイド
15：30  鷺浦げんきな会の活動報告と
 藻塩作り体験
18：00 宿泊先（出雲ロイヤルホテル）
18：30 交流会
 出雲神楽
 各団体自己紹介

 9：30 出雲大社　参拝
10：30 神門通り　自由散策
11：40 昼食（島根ワイナリー）
12：40 全体交流会へ移動
 道の駅　ごいせ仁摩
 道の駅　ゆうひパーク　
 バス移動中　ご当地ガイド
18：00 全体交流会開始

コーディネート団体 　出雲国ジオガイドの会

HPはこちら

日御碕コミセン

日御碕コミセン

鷺浦コミセン

藻塩づくり

藻塩づくり

藻塩づくり
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●分科会での様子

●参加者アンケート紹介

参加者内訳
【19名】

沖縄県 １名、宮崎県 ５名、熊本県 １名、群馬県 １名、香川県 １名、埼玉県 １名、青森県 １名、
長崎県 ５名、島根県 ２名、東京都 １名

分科会を振り返って

　地域づくりと名の付く研修に出
雲国ジオガイドの会として初参加
させて頂きました。
　分科会の運営団体をやるにあ
たっては、私達の活動をご覧いた
だくとともに、出雲市内で地域を
元気にしようと頑張っていらっ
しゃる方たちと、全国の同じ境遇
の方たちとのご縁を結びたいと思
いました。
　この大会に参加させて頂き、ジ
オガイドの私たちも参加者のみな
さまから沢山の刺激を頂きまし
た。これからのガイドツアーを通
して地元の皆さんをはじめ、島根
に来てくださった方々に人と人の
つながりの大切さを伝えて行きた
いと思います。

第３分科会の内容は今後の活動
の参考になりましたか？

あなたの所属を教えてください

分科会のおもてなしは
どうでしたか？

◆ 神話や伝承が地域の文化に根付いていることをジオガイドさ
んの皆さんからのお話や現地探索を通じて肌で感じられました。　

◆ 公民館や学校などと連携して子供たちのふるさと学習やジオ
探究などの機会を増やして貰いたい。

◆ 地域コミュニティに活かしたい。
◆ 初めての出雲でしたが神話･自然などの色々な資源があるなぁ
と思いました。

◆ 県外の方のみならず、県内の人にも体験してほしい
と思いました。

◆ 限界集落といえる鵜鷺地区の再生への取り組みを聴
けてよかった。

◆ 藻塩作りの時間が楽しかった。高齢者の方々が地域
活性化への努力に頭が下がった。

◆ 地元の人には気づかない地域の宝を見つけて活かし
て事例が見ること知ることがとても参考になった。

◆ 地域に眠る魅力を発見し情報を地道に発信し続ける
ことが重要だと感じた。

その他
6％

地域で
活動する方

56％

市町村職員
38％

良かった
25％

大変良かった
75％

参考になる
内容
44％

大変ために
なる
56％

藻塩づくり

藻塩づくり

分科会交流会

出雲大社・神門通り

出雲大社・神門通り

島根ワイナリー

藻塩づくり会場
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攻めの定住施策
（ビジネスプランコンテストによる人材誘致）

第 4 分科会 江津市

●開催概要

●分科会での様子

分科会スケジュール

　江津市ビジネスプランコンテスト（Go-Con）は、江津にもともとある価値
を地域に想いをもって小商いに変換できる人を呼び込み、発掘することで、未
来に向けて革新するチカラとそれを応援する風土を根付かせて「創造力カル
チャー」をつくることを目的としたものです。
　第４分科会では、Go-Conによる「まちづくり」の考え方と、Go-Conから
始まり江津市で起業された方々の体験談、「Go-Conの今とこれから」という
テーマで意見交換やパネルディスカッションを実施し、人口減少の過疎地域に
おける人材誘致・発掘にフォーカスした施策とその実績を共有し、意見を交わ
しました。
　また、官民連携で再生プロジェクトに取り組む有福温泉町に宿泊いただき、
まちづくりの取り組み過程を見て、体験していただきました。

1日目

2日目

11月10日 （金）

11月11日 （土）

13：00 JR江津駅集合
13：20 江津市副市長より歓迎の挨拶（パレットごうつ）
13：30 江津市ビジネスプランコンテスト(Go-Con)の紹介
15：10 起業している過去のGo-Con出場者の紹介① 
 SUKIMONO㈱ 代表取締役 平下 茂親 氏
16：25 有福温泉まち歩き
17：00 宿泊先へ（有福温泉各宿泊施設）
17：30 夕食（よしだや）
18：30 パネルディスカッション（よしだや）

 9：15 起業している過去のGo-Con出場者の紹介② 
 特定非営利活動法人 里山子ども園わたぼうし
 園長 盆子原 拓 氏
11：20 産直市でお買い物など（道の駅サンピコごうつ）
12：00 昼食（風のえんがわ）
13：00 グループワーク（まとめ／振り返り）
14：00 バス移動
18：00 全体交流会開始

コーディネート団体 　NPO法人てごねっと石見

HPはこちら

全体集合写真（里山こども園わたぼうし）

オリエンテーションと参加者自己紹介

SUKIMONO株式会社　平下代表のお話

Go-Con出場者の話を真剣に聞く参加者

有福温泉振興会　川中会長によるご当地紹介

温泉旅館の大宴会場で乾杯！



2424

●分科会での様子

●参加者アンケート紹介

参加者内訳
【15名】

宮崎県 ２名、埼玉県 １名、石川県 １名、長崎県 ４名、栃木県 １名、兵庫県 ５名、東京都 １名

分科会を振り返って

　ビジネスプランコンテスト
（Go-Con）を機に江津市で起業
された方々との意見交換や、有福
温泉町における官民連携の再生プ
ロジェクト等をご案内する中で、
新たなものと古いものの融合によ
り生まれる新鮮で情緒あふれる町
並みや、いきいきと楽しみながら
まちのために全力を注ぐ大人たち
を通して、情報のみに頼らず生で
見て、肌で感じることの大切さを
体感いただけたのではないかと
思っています。完成した街は全国
至るところで見ることができます
が、江津市では、今まさにつくっ
ている段階・過程を見ることがで
きます。他では味わうことのでき
ない雰囲気などを体感しに、皆さ
んぜひ江津へお越しください。

分科会の内容は今後の参考に
なりましたか？

分科会地域の方と交流が
深まりましたか？

分科会のおもてなしは
いかがでしたか？

他参加者との交流が
深まりましたか？

◆ 自分自身がやりたいこと、やってみたいことを考えられ
るようになった。いつまでもプレーヤーであり続け、楽
しみ続けたいと思う。

◆ まず第一に自身が楽しんで地域づくりに参加するという
気持ち。行政支援のあり方、伴走、柔軟性が大切。

◆ 「小商い」やりたいことを実現する、それをサポートして
くれる体制がしっかりできているし、役所も前向きに一
緒に考えてくれるので次から次に新しいことが生まれて
いくんだと思いました。単純ですが皆さんの笑顔が大変
印象に残っています。

◆ Go-Con、てごねっと、起業者のお話、全てが最高でした。
交流の場がもう少しほしかった。

◆ 夜なべ談義がほしかった。
◆ 好きなことをにこにこして活動しているからこそ人を引

きつける江津流、大変参考になりました。
◆ 勇気と情熱でお腹が一杯になりました。

参考に
なった
13％

大変参考になった
87％

未回答
6％

良かった
27％

大変良かった
67％

あまり
深まら
なかった
20％

深まった
60％

大変
深まった
20％

あまり
深まら
なかった

6％

深まった
67％

大変
深まった
27％

地元産食材を使ったイタリア料理に舌鼓

大白熱のパネルディスカッション！

里山子ども園わたぼうし　盆子原園長のお話

園庭で保育園児と一緒に焼きマシュマロ

道の駅サンピコごうつの地場特産品コーナー

振り返りワークショップで目標を明確化
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支えあう、いま・福のある里づくり

第 5 分科会 浜田市

●開催概要

●分科会での様子

分科会スケジュール

　第５分科会では、今福まちづくり委員会を中心に、自治課題を処理する今福
自治振興会・高齢者の健康等を推進する福寿会・全体を統括する今福まちづく
りセンター（旧公民館）が連携し、住民の自助・共助・公助を推し進めながら
地域活動を持続的に展開する今福地区のまちづくりの組織体制や、地域から
スーパーが無くなったことをきっかけに、農福連携を目的に、まちづくり委員
会が月２回開催している「今福産直もやい市」、高齢者の生きがいづくりと遊
休農地の解消を目的で始めた、さつま芋とシャインマスカット作り、もやい市
から発生した市内大学生と地域の小中学生の交流学習の場、生活支援のための

「買物バス」や「あいのりタクシー」等の取組のきっかけと現状について紹介し、
意見交換を行いました。
　また、ウエスタンライディングパークでの乗馬体験や、まぼろしの広浜鉄道
今福線の見学などを通して、全国の方々に今福を体感いただきました。

1日目

2日目

11月10日 （金）

11月11日 （土）

13：00 浜田駅集合

13：30 活動概要説明・意見交換

 （今福まちづくりセンター）

 おもてなし…茶楽の会、ゆるり

16：30 宿泊チェックイン

18：30 分科会交流会 【金城観光ホテル】

 おもてなし…石見神楽、笑舞会

20：30 夜なべ談義（希望者）

10：00 ライディングパーク引馬体験

11：00 広浜鉄道今福線遺構見学

12：30 昼食（ゆうひパーク浜田）

14：30 全体交流会へ移動

18：00 全体交流会開始

コーディネート団体 　今福まちづくり委員会

研修活動紹介

研修会場で茶楽の会会員と保護者世代女性
組織ゆるり会員による抹茶のおもてなし

研修会場茶楽の会と保護者世代女性組織
ゆるり会員による抹茶のおもてなし

懇親会の様子

_懇親会集合記念写真

懇親会神楽余興記念撮影
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●分科会での様子

●参加者アンケート紹介

参加者内訳
【19名】

宮崎県 ７名、熊本県 ２名、香川県 １名、青森県 １名、石川県 １名、長崎県 ３名、島根県 ３名、
東京都 １名

分科会を振り返って

　全国の地域づくり関係者と意見

交換ができて今後の取組の参考に

なりました。

　分科会の新たな気づきやつなが

りを活かし、これからの今福まち

づくり委員会の取組を進化させて

いきたいと考えています。

　今後も“仲間づくり”を大切に

しながら、幸福感度100％を目指

して「支えあう、いま・福のある

里づくり」をいっそう進めていき

たいと思います。

所属

おもてなし

内容

◆ 今福まちづくり委員会の活動が大変素晴らしく勉強にな
りました

◆ 神楽などの伝統と高齢社会に対応する取組、農福連携、
市民と行政の関わりなどを一体化した組織活動の在り方
を学べてよかった

◆ 地域づくりは仲間づくり、改めて実感しました
◆ 全体を通して「おもてなしの心に溢れた、気持ちのよい

分科会でした。本当にありがとうございました
◆ 今福まちづくり委員会が地区全体を巻き込み、組

織化して課題や実情に応じた取組をしている事に
驚きました

◆ まちづくり委員会が一つの自治体みたいで、取組
みの大きさ、細かさに驚いた

◆ 石見神楽が圧倒的でした。すごい!!
◆ 懇親会に地元の方々が多数参加してくださり、一

生懸命歓迎してくださっている気持ちがわかった。

その他
11％

地域で活動する方
56％

県市町職員
33％

参考になった
33％

大変参考になった
67％

よかった
6％

大変よかった
94％

懇親会余興笑舞会出演された皆様

懇親会余興石見神楽大蛇

視察研修馬牧場での乗馬体験

視察幻の広浜鉄道今福線第一下府川橋梁

早朝より保護者世代女性組織
ゆるり会員による茶菓子の作成

抹茶のおもてなしをされた茶楽の会の皆様

保護者世代女性組織ゆるり会員と
作成した茶菓子“福栗”
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関係人口との協働による
江の川鐵道と新たな地域づくり

第 6 分科会 邑南町

●開催概要

●分科会での様子

　第６分科会では、５年前に廃線となった三江線の鉄道資産を活かして地域活
性化に取り組む地域と、関係人口（鉄道ファン→ボランティアスタッフ）との
協働で成り立つNPO法人江の川鐵道のこれまでの取組や課題を紹介し、参加
者の皆さんと意見交換、トロッコの乗車などを行いました。
　また、邑南町内の他団体（はすみ振興会、久喜銀山ガイドの会、あすな地区
応援隊）のまちづくりへの取組紹介や、江の川鐡道が運行するトロッコ列車へ
の乗車、日本酒の酒蔵見学、久喜銀山精錬所跡や間歩のガイド見学など座学と
現地体験を織り交ぜながら、邑南町羽須美地域を体感いただきました。
　参加者の皆様とコミュニケーションを取れる場を意識的に多めにし、具体的
な改善策、参加者の皆様が取り組みに対しどのような考えを抱かれたのか等深
い議論を行い、参加者の皆様からもご好評頂きました。

コーディネート団体 　NPO法人江の川鐵道

HPはこちら

トロッコ乗車体験

交流会

活動団体紹介

江の川鐵道活動紹介

交流会

活動団体紹介

分科会スケジュール

1日目

2日目

11月10日 （金）

11月11日 （土）

12：00 JR広島駅北口集合
13：30 大朝IC合流
14：30 トロッコ乗車体験（宇都井駅鐡道公園）
16：30 NPO法人江の川鐡道活動紹介
 （口羽公民館）
18：00 分科会交流会（口羽公民館）
20：00  宿舎先へ（ コイサイド／ゲストハウスmikke／

カフェ＆ベッドうづい通信部)

 8：30 朝食(はすみ交流センター)
 9：00 活動紹介・意見交換 
 (はすみ交流センター)
11：15 阿須那地区街並み散策
12：15 昼食(久喜林間学舎)
12：40 国指定史跡久喜銀山ガイド
14：10 道の駅瑞穂
14：40 全体交流会へ移動
18：00 全体交流会開始
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●分科会での様子

●参加者アンケート紹介

参加者内訳
【17名】

宮崎県 １名、熊本県 １名、香川県 １名、滋賀県 １名、石川県 １名、長崎県 ３名、島根県 ５名、
東京都 ２名、福岡県 １名、北海道 １名

分科会を振り返って

当法人の活動はボランティアス

タッフの助けがあって成り立つも

のです。その方々の輪をどのよう

に広げていくのか。あるいは全く

の収益無しには成り立ちませんか

ら、それを得る為の手段など、様々

な議論が出来ました。

　参加者の皆様が取り組まれる活

動についても、深く伺う事ができ、

それに対する我々の意見や、どの

ような受け止め方をするのかな

ど、それぞれ前に進む為に必要な

情報の共有ができたのではないか

と振り返ります。

　分科会で生まれた様々な方との

新たなご縁を、今後の活動に繋げ

ていきます。

分科会の内容は今後の活動の
参考となりましたか？

分科会のおもてなしは
いかがでしたか？

◆ Ｑ. 分科会の内容は今後の活動の参考と
なりましたか？

　 Ａ. 皆さんの熱い思いにふれさせていた
だき、自分にできることは何だろう
と考えるきっかけになりました。

◆ Ｑ. 分科会のおもてなしは如何でした
か？

　 Ａ. 地域の食文化にふれさせていただい
たのと、宿泊させてもたった施設も
手作り感満載でおもしろかったです。

◆ Ｑ. その他ご感想等あればご記入くださ
い。

　 Ａ. 地域づくりは中心になる人の思いと、
協力、応援する人達の和（輪）だと
いう感じを強くしました。

大変参考になった
100％

よかった
50％

大変よかった
50％

口羽駅

阿須那地域散策

久喜銀山

口羽駅

阿須那地域散策

久喜銀山
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「ひとが育ち輝くまち益田」から全国へ

第 7 分科会 益田市

●開催概要

●分科会での様子

分科会スケジュール

　第７分科会では、ひとづくりをすべての施策の中心に置く益田市の取り組み
と、地域自治組織「とよかわの未来をつくる会」のひとづくりによるまちづく
りの取り組みを説明し、持続可能な地域づくりのあり方について意見交換を行
いました。
　２日目は、中高生の地域活動グループ「とよかわっしょい」の活動紹介と卒
業生との意見交換、自分達で整備した移住者用お試し住宅「とよかわの家」の
見学や地域の有志による「お茶プロジェクト・和茶茶」によるお茶のふるまい。
地区の有志で遊休農地を整備し市内の親子活動講座と連携して活用している

「フルーツガーデン」の見学と実際に開催されていた缶パフェ作りの講座等を
体験いただきました。
　また、令和５年４月にオープンした歴史文化交流館を見学し、日本遺産「中
世日本の傑作益田を味わう」の説明や市内散策を通して、益田の歴史・文化を
体感いただきました。

1日目

2日目

11月10日 （金）

11月11日 （土）

12：00 グラントワ集合
13：10 益田市説明
13：50 豊川地区の紹介（映像）
13：55 豊川地区の説明
14：45 質疑応答
15：40 グラントワ施設見学・企画展見学
18：00 分科会交流会ビュッフェスタイル
  (MASCOS BAR＆DINING)
 各自宿泊

 9：20 豊川小学校交流スペース他室内見学
 9：35 とよかわっしょい!! 活動紹介
10：00 ひとまちカレッジ活動見学
 （パフェをつくろう！）
10：30 フルーツガーデン・とよかわの家見学
11：20 お茶プロジェクト活動紹介（お茶ふるまい）
12：10 昼食サムライ弁当（萬福寺）
13：10 歴史文化交流館（日本遺産説明・館内見学）
14：00 日本遺産散策
18：00 全体交流会開始

コーディネート団体 　とよかわの未来をつくる会

HPはこちら

益田市取組み説明

質疑応答

分科会交流会風景

豊川地区取組み説明

分科会スタッフ

交流会歓迎イベント（和太鼓演奏）
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●分科会での様子

●参加者アンケート紹介

参加者内訳
【19名】

沖縄県 １名、宮崎県 ３名、熊本県 ４名、山口県 １名、青森県 １名、大阪府 １名、大分県 １名、
長崎県 ３名、島根県 １名、東京都 ３名

分科会を振り返って

　全国の皆さんをお迎えするため

の準備は大変なこともありました

が、チーム豊川としての一体感を

感じた時間でした。背景には、大

人も子供も楽しく、自分達で主体

性を持って活動している豊川地区

の姿があります。ひとづくりによ

るまちづくりを実践する豊川地区

の熱量が皆さんに届いたのではな

いかと思っています。自分たちの

やりたいことや楽しめることに取

り組んだ結果が地域の課題解決に

つながるという視点も持続的な地

域づくりに向けて重要だと改めて

感じた大会でした。

◆ 10年にわたり、地道に活動し次世代に継ぐ仕掛けづくり
を周りの方々がしっかりフォローして、人材育成の基本
を見せていただいたことに感謝します。

◆ 子どものやってみたい→できた、の体験の積み重ね、郷
土愛、支える大人達、その仕組みを後押しする行政の方々、
包括的な視点の大切さも改めて感じました。

◆ 地域活性化の事例も良かったが、子ど
も達を中心に置き人を地域で育てる環
境を体験できたのは大変参考になっ
た。

◆ 豊川地区の中高生のとりくみが大変参
考になった。楽しみながら継続する取
り組みがいい。

とよかわっしょい‼ 活動報告

お試し住宅「とよかわの家」見学

お土産（小学生メッセージ 名刺入れ等）

フルーツ缶パフェ教室 見学

フルーツガーデン 見学

全体会（分科会活動報告）

あなたの所属を
教えてください。

分科会のおもてなしは
どうでしたか？

分科会の内容は今後の活動に
参考になりましたか。

その他
42％

地域で
活動する方

32％

県市町職員
26％

参考になる
内容だった

5％

大変参考になる
内容だった

95％

よかった
5％

大変よかった
95％

集合写真（とよかわの家）
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離島にもっと若者の還流を

第 8 分科会 海士町

●開催概要

●分科会での様子

分科会スケジュール

　島根県の沖合60㎞にある隠岐諸島に位置し、それぞれ自立したまちづくり
を目指して、産業振興や移住施策を行ってきた島前３町村（海士町・西ノ島町・
知夫村）では、時代の変化の中で新たに生まれた「人の還流」と「滞在人口」
という考えのもと、自治体の壁を超え、同じ地域で協働していく環境づくりに
も取り組んでいます。
　第８分科会では、「＃離島にもっと若者の還流を」というテーマのもと、
10－20代を対象とした３か月～１年間のインターンシップ制度である「大人
の島留学」を切り口に、約20名の参加者を迎えて３日間の研修を行いました。

「大人の島留学」の舞台である島前３島巡り、離島で活躍する若者たちとの交流、
そして参加者同士によるディスカッションを通じて、若者がやってくる／帰っ
てくるような魅力あるまちづくりについて、皆で理解を深めました。

1日目

2日目

3日目

11月10日 （金）

11月11日 （土）

11月12日 （日）

 8：45 七類港　フェリー乗り場　集合
12：40 菱浦港（海士町）　到着
12：50 昼食（島生まれ島育ち隠岐牛店）
14：00 (一財）島前ふるさと魅力化財団　活動概要説明
15：00 海士町を知るツアー
17：30 宿泊先到着（グランピングtadayoi, Entô他）
18：00 島の懇親会（海鮮処　味蔵）
21：00 島の2次会（＠BBQハウス）

 9：00 チャーター船　浜吉丸　乗船　菱浦港
 キンニャモニャセンター
 9：30 知夫村を知るツアー
12：00 昼食　海鮮丼（西ノ島町）
13：00 西ノ島町を知るツアー　
15：30 意見交換会（隠岐総合開発センター）
18：00 全体交流会＜オンライン＞（離島キッチン）
20：00 島の2次会（スナック三休）

 8：00 島のリラクゼーション体験
10：00 全体会＜オンライン＞（セントラル・シェアオフィス）
12：20 昼食＆感想共有（セントラル亭）
14：00 自由時間（菱浦港付近）
15：00 菱浦港集合　フェリー乗船
17：55 七類港　着

コーディネート団体 　一般財団法人島前ふるさと魅力化財団

HPはこちら

離島への出発→フェリー乗船

海士町へ到着！出会いの場面

若者の還流の取り組みについてワークショップ

「海士町」を知るツアーでの隠岐神社

初日の交流会では、全国の地域づくりについ
て活発なコミュニケーションとなりました。

「大人の島留学生」ガイドにより
「知夫村」を知るツアー
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●分科会での様子

●参加者アンケート紹介

参加者内訳
【18名】

沖縄県 １名、宮崎県 ２名、宮城県 １名、埼玉県 １名、石川県 １名、長崎県 ６名、鳥取県 １名、
島根県 ２名、東京都 ２名、栃木県 １名

分科会を振り返って

　当財団は地域づくりに日々活動
をしていますが、今回の分科会で
全国の方々と交流する中で、自分
達の地域の事を学んでもらうとい
うより、一緒に議論する中で、新
しい学びを一緒に得られたという
ところがすごく大きな成果でし
た。
　各地域でやっている取組をその
まま真似るというより、その取組
の背景にある考えや思いを汲み取
りながら、自分にあった取組に逆
に今度落とし込んでいくという事
が大事だと分科会を通して感じま
した。
　キャラの濃い素敵なメンバーに
出会えた分科会でした。ありがと
うございました。

あなたの所属を
教えてください。

分科会の内容は今後の活動に
参考となりましたか。

分科会のおもてなしは
どうでしたか？

◆ 海士町の人たちには、世代、島外・島内の垣根を越えた
共生のあり方が根付いていると感じた。

◆ 挨拶ひとつとっても、人に対して丁寧に活動をしている
と感じた。

◆ 島前３町村が自治体を超えて連携し、取組を進めている
ところに感銘を受けた。

◆ たまたま出会った方に質問しても、丁寧に熱く語ってく
れた。取り組みを自分事化している人が多いと感じた。

◆ 小さな自治体で必要な一歩がまず何であるか、「海士町は
若者の環流」みたいなこと。それに向かって走り出すチー
ムが重要だと思い、同時になかな
かこのチームが組めない、難しい
と思った。

◆ 大人の島留学による環流人口の考
え方がよかった。それだけの魅力
が必要。頼りがいのある自治体が
あるのは町民にとってありがたい
ことだと私は思う。

その他
14％

地域で活動
する方
36％

県市町職員
50％

参考になる
内容だった

7％

大変参考になる
内容だった

93％

知夫村では人との出会いや
自然を知る「赤壁」見学。

「西ノ島町」では「大人の島留学生」から島での生活
など参加者からの質問・意見交換が行われました。

食の料理学校の生徒による鳥食での
全体交流会。

リモート参加による全体交流会の様子。

グランピングでの宿泊を行い自然を満喫。

島の儀式による参加者とのお別れシーン。

大変よかった
100％
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　まず１日目はどじょうすくい体験、金屋子神社参拝、
えーひだカンパニー活動紹介、分科会交流会などを行
いました。安来駅で新しい出会いとご縁をいただき、
喜びいっぱいワクワクしながら皆様をお出迎えするこ
とができました。
　安来市といえばどじょうすくい。どじょうすくいの
アイドル「きゅっきゅちゃん」のご指導のもと、真剣
にどじょうすくいに取り組んでいただき、みるみる上
達されました。安来節の伝統衣装に身を包み、「あらっ
さっさ～」の掛け声と共にどじょうスマイルいっぱい
で記念撮影。
　本来ならば、屋外の養殖場でどじょうすくい体験を
企画していたが、あいにく雨で、急遽タライの中で生
きたどじょうすくいを体験。どじょうを見るのも触る
のも初めての方がほとんどだったと思います。
　次に全国1200社を超える、鉄の神様 総本宮金屋子
神社に参拝、ご祈祷お祓い等を受けてから、宮司様か
ら神社の沿革、特徴、社造りについて等ご説明を賜り
ました。
　その後メイン会場に戻り、えーひだカンパニーの取
り組みを説明、参加者から貴重なご意見等をいただけ
たことをまた今後の地域活動に生かしていきたいと思
いました。
　最後の交流会では地ビールで乾杯。一緒にワイワイ
と楽しく交流を進めました。体験で触れたどじょうも
唐揚げにして、皆さんに食べていただきました（下処
理済みのものを使用）。また比田の郷土料理、イノシ
シを使用した「へか」という鍋を堪能していただきま
した。いろいろな話をしながら懇親する中で、皆さん
との距離が縮まって、幸せな気持ちいっぱいな交流会
となりました。来年の開催地である宮崎県の皆様に、
来年の大会に向けての PR を熱く語っていただき、来

年の交流会宮崎県大会が楽しみとなりました。
　交流会の最後に、きっと今後全国各地で、どじょう
すくいを広めていただきたいという期待を込めてちょ
こっと名人の認定証をお渡しました。
　２日目は UI ターン者活動紹介、意見交換、歓迎比
田太鼓、えーひだ市場見学、足立美術館見学等を行な
いました。
　UI ターン者活動紹介では若い３名がそれぞれ熱い
思いを持って、すごく比田のことを思っていてくれて
いる発表を聞き、地元の私たちは嬉しく目頭が熱くな
りました。
　そのあとふりかえりと題してワークショップを行
い、皆様からのさまざまなご意見を聞かせて頂きまし
た。皆さんの感想から「楽しんで活動することは、継
続することや地域内外の色々な人を巻き込むことにつ
ながっていると思う」「株式会社として挑戦し続けて
いること、人とのつながりを大切にしていると感じ」

「地域ビジョンで地域の方向性を共有していること」
「40代前後の若い人が中心で始めたことが良かった」
「地域づくりを継続していくためにボランティアだけ
では続かない。稼ぐことも大事だということを思った」

「体験もおいしい食も～えーひだった」
　その後市場に移動して比田太鼓の演奏を見て頂き、
えーひだ市場の見学、そしてお買い物等を楽しんでい
ただき、昼食、足立美術館の見学で行程はすべて終了
いたしました。
　分科会を振り返りまして、やはり地域を思い行動を
起こして、それを地域のみんなで力を合わせて継続し
てきたからこそ、今回のような機会もいただけ、そし
てたくさんの素敵なご縁をいただけたのかなと思いま
す。今回比田地区は、比田地区にお越しいただいた皆
さん、本当に地域愛に溢れる素敵な方たちばかりでし
た。地域づくりは自分たちの住む地域の魅力を再発見
できる良い機会だと思います。
　今回いただいたご縁を大切にし、共有した貴重な体
験を今後の地域づくりに生かしていきたいと思いま
す。そして今日も明日もずっとえー日だなと思えるよ
うに、地域のみんなで手を取り合って、楽しく地域づ
くりを行っていきたいと思います。
　やっぱり地域づくりって楽しいなって思える３日間
でした。この度比田にお越しいただきました皆様、本
当にありがとうございました。また会える日を楽しみ
にしております。以上で第一分科会安来市えーひだカ
ンパニーの交流会報告を終わります。ありがとうござ
いました。

第１分科会【安来市】  えーひだカンパニー株式会社 　渡邊 志朗
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　第２分科会は「市民が主役、松江の文化力を生かし
たまちづくり」をテーマに、18名の皆様にご参加を
いただきました。ご参加いただいた皆様ありがとうご
ざいました。
　最初にコワーキングスペース「縁雲」でレセプショ
ンとクロストークを行いました。松江市内で活動する
４人の実践者の方を交えてお話を伺いつつ、会場から
もたくさんご意見をいただきました。
　続いては、謎解きをしながらのまちあるき。４人１
組で謎を解きながら、こだわりのお茶屋さんや小泉八
雲のゆかりの地を巡っていくうちに、自然と松江の文
化に触れていただける仕掛けとなっています。そして
参加者同士の絆を深める、そんな機会になったのでは
ないでしょうか。
　残念ながら２日間雨に見舞われましたが、松江に
は「縁雫」という言葉があります。縁結びの地であ
り、水の都でもある松江は雨の似合う町。宍道湖や大
橋川、松江城堀川にしとしとと降る雨。しっとりと降
る松江の雨は、木々や花々を彩りよく蘇らせ、幻想的
な美しさを醸し出します。そんな松江に降る雨を、松
江市内の女子高生が「縁雫」と名付けました。松江に
降る雨は、心をリセットして皆様のもとへ素敵なご縁
を運ぶ雨ですので、雨の島根を体験いただいたことは
ラッキーだったと前向きに捉えていただければと思い
ます。
　夜は宍道湖畔の島根県立美術館で、ジャズを聞きな
がらの懇親会でした。松江市長もお迎えして松江市内
４つのお酒と、隠岐酒造の元社長さんにもお越しいた
だき隠岐の酒も堪能しました。また、宮崎からも宮崎
限定の焼酎をご持参いただきました。
　続いて、２日目は松江城周辺を散策。松江城が国宝

に選ばれた理由、廃城の危機を救った市民による寄付
のお話など、松江城の歴史を深く知ることができまし
た。また、松平不昧公を祖とする不昧流のお茶席では、
お抹茶と和菓子をご賞味いただきました。続いて１日
目のクロストークでもお話をいただいた松江音楽のま
ちプロジェクトのコンサートや鼕という大きな太鼓の
練習風景を見させていただきました。この２つはいず
れも、大人から子どもまで参加する取り組みです。大
人が中学生に教え、その中学生がまた小学生や幼稚園
児に教える。大人や上級生を見て、自分もああいうふ
うになりたいと憧れる。まさに世代を超えて文化を受
け継いでいく様子を見ていただきました。
　今回の第２分科会は、松江NPOネットワークの代
表の竹田さんと事務局長の原田さん、このお二人の尽
力によって実現できた企画だったと、私個人としては
思っています。今回は、ほんとに盛りだくさんのプロ
グラムをご堪能いただきましたが、このお二人が持つ
お友達力と言いますか、ネットワークで、関係者の皆
さんや松江市の皆さんを巻き込んで、この企画が成り
立ったかなと思っています。
　一方で、決してお二人にしかできなかったことでは
ないとも感じています。文化に限らず、地域づくりの
原点は「つながりづくり」だと私は考えています。地
域づくりは１人でなせるものではありません。１団体
でできるものでもありません。分野や地域を超えて、
様々なメンバーや地域がつながってこそ、合わせ技で
できるものではないでしょうか。しかも時間がかかる
ことなので、１世代でなせるというものでもありませ
ん。したがって世代とか時代を超えてつながって継承
されていく。そんな様子を垣間見ていただける分科会
だったとすれば、成功だったのではないかと思います。
ある関係者の女性が「松江って素敵なところですね」
とポロっと言いました。私はそれを聞いてすごくほっ
こりしましたし、嬉しく思いました。地元の我々も松
江の魅力を再発見させていただける機会となりまし
た。
　今後とも今回の分科会で広がったネットワークを活
かしていきながら、我々ももっともっとこの文化を大
事に、そして島根を盛り上げていきたいと思っていま
す。この度はどうもありがとうございました。

第２分科会【松江市】  松江 NPO ネットワーク 　森山　忍
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　皆さんこんにちは。私たち第三分科会を担当いたし
ました、出雲の国ジオガイドのメンバーです。第３分
科会「出雲神話とそして島根半島の大地の恵みを感じ
てみよう」をテーマに、19名のみなさまをご案内さ
せていただきました。
　初日、島根半島の西端、日御碕と、かつては北前船
の風待ち、そして銅の積み出し港の町として栄えまし
た鷺浦集落へご案内いたしました。当初日御碕では、
現地ガイドとそして日御碕神社参拝を予定しておりま
したが、なんと神様、出雲らしいです。お清めの雨を
私たちに降り注いでくださいました。ということで急
遽、バスの車窓から日本一高い日御碕灯台ご紹介しま
した。
　続いて日御碕コミュニティーセンターにご移動し、
ジオサイト、そして私たちの活動をご紹介しました。
具体的な活動事例としましては、戦争遺跡が残る高尾
山でのトレッキング活動を取り上げました。その地に
眠る歴史を地元の方々が調査そして伝承。次は鷺浦集
落です。鷺浦の方では鷺浦コミュニティーセンターの
方でこの集落を盛り立てようと活動される鷺浦元気な
会代表のアベさんより、地域の実情と活動内容をご紹
介いただきました。銅山や民具のとても貴重な展示を
ご覧いただき、鷺浦の特産です、藻塩作りを体験。こ
の時皆さんやっとのアイスブレークでもう生き生きと
した笑顔で皆さんお子様のようにわくわくして藻塩作
りの体験をしていただきました。その後、１日の締め
となりますのが交流会でございます。こちらではキー
ワードは伝統芸能の継承ということで、出雲神楽をご
覧いただきました。上演いただきましたのは、出雲大
社の近くにあります集落、大土地集落にあります。大
土地荒神社の氏子さんたちを中心とします大土地神楽

保存会の皆様にお願いしました。結びには参加者の皆
様に自己紹介をいただきました。熱い思いを語ってい
ただきました。お食事は私どもジオガイドの会でござ
いますので、フードロスということで、折のお弁当に
させて頂きました。
　２日目も安定のお清めの雨でございました。出雲の
方ではお清め、禊、そして恵みの雨という風に言って
おります。でも前日よりはまだ良かったので、予定に
はなかったのですが、稲佐の浜に立ち寄りましてそこ
では全国八百万の神様が集まる神迎祭が行われますよ
ということ。また、地域の方々が定期的に海岸清掃を
行なっています。次は出雲大社です。なぜ大国主大神
が縁結びの神様と呼ばれるようになったのか、神話を
ベースにお話あとは参拝をしっかりとしていただきま
した。その後は大社門前神門通りの散策です。こちら
では神門通り甦りの会という地域の方たちが一生懸命
頑張って、その方たちの努力で今ではとても賑やかに
なっていますよ。といったこともお話しいたしました。
昼食は島根ワイナリー。島根の名産品島根和牛と、あ
とはやはり地域で作られているブドウで作られたワイ
ンをたっぷりと堪能していただきました。以上が２日
間の報告です。それでは感想に移ります。鵜鷺地区の
取り組みは、集落の維持のために地域資源を生かして
地域に還元しており、とてもすごいと思いました。こ
れからますます少子高齢化が進んでいく中で、必要な
取り組みだと思いました。神話や伝承が地域や文化に
根付いていることをジオガイドの皆さんのお話や現地
探索を通じて肌で感じられました。
　そして、最後に貴重なご意見でした。交流会で他の
テーブルの方と交流ができる機会がもっとあると良い
と思いましたというご意見をいただきました。私たち
いろいろと詰め込みすぎて、なんか個人的に皆さんが
交流する時間を持つことがちょっとできなかったなと
思って、これは反省点として今後に生かしていきたい
なと思っています。だんだん

第３分科会【出雲市】  出雲国ジオガイドの会 　渡邊一枝・前田みのり・渡部美智子
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　続きまして、NPO法人てごねっと石見に所属する
清水が第４分科会の内容と振り返りについて発表をさ
せていただきます。
　江津市はビジネスプランコンテスト（Go-Con）を
軸として、地域づくりに取り組んでおります。Go-
Conの取り組みによって変貌を遂げた江津市の姿を存
分に味わっていただくツアー内容を企画し実施しまし
た。
　１日目は、旧跡市小学校において、SUKIMONO株
式会社の平下社長にお話を伺いました。ものづくり・
建設業の会社を立ち上げたいと思い、30歳でニュー
ヨークよりＵターンされた平下さんは、地元の資源を
活かしたものづくり・建設業の会社を設立するために
Go-Conに出場をされました。都会ではできないもの
づくり・建設業を追求するため、社員の半分以上が
U・Iターン者で構成されています。これらのみならず、
バーの店長や宿泊業、保育園留学など、幅広く活動を
行われています。ここでのキーワードは、「ここでし
かできないものづくりを」ということでした。また、
平下さんの「３年後の有福温泉町をフィーバーさせる」
という言葉がとても印象的でした。実は私も初めて有
福温泉を訪れた際には、コンパクトに収まった有福温
泉街にジブリの世界に入り込んだような感動を覚えま
した。みなさんも是非訪れてみてください。
　同日、有福温泉振興会会長の川中さんよりお話を伺
いました。有福温泉町は現在、再生プロジェクトを行っ
ており、官民連携での宿泊施設や飲食店などの改装・
整備、食を通したまちづくりの推進を行っておられ、
空き家を活用した移住定住促進モデルの構想も持ち活
動されておられます。ここでのキーワードは、「自分
たちも楽しみながら新しいビジネスモデルを形成して
いく」ということでした。
　１日目の最後、交流会を終えた後には過去のGo-
Con出場者やアドバイザーをお招きし、「江津市ビジ

ネスプランコンテストの今とこれから」をテーマに、
パネルディスカッションを実施。アドバイザーによれ
ば、「10年間以上経ったGo-Conにはリブランディン
グが必要な時期であり、目的を再定義し、共通言語を
つくっていくことなどが必要である」とおっしゃって
いました。その他、皆さんのお話の中で、「江津市に元々
ある価値を未来に向けて変革していく人材を呼び込
み、発掘し、新しい挑戦を応援する風土を作ることが
必要であること」、「地域への想い、意欲、情熱、優し
さを持った小商いをする人を増やすことが江津市の活
性化に繋がる」ということが印象的でした。
　Go-Con参加者がコンテストでの発表に至るまでの
支援体制は手厚く、てごねっと石見が行政とともにさ
まざまな人を紹介する仕組みが整備されています。若
者が孤軍奮闘する環境ではなく、行政を含めて多くの
方が新たなチャレンジを応援できる土壌が江津市には
あります。
　続いて２日目ですが、江津市に保育士としてＵター
ンされたGo-Conの過去の出場者である盆子原さんに
お話を伺いました。盆子原さんは森の幼稚園を立ち上
げるために、Go-Conに出場され、「NPO 法人里山子
ども園わたぼうし」の立ち上げ及び森の幼稚園の教育
を取り入れた「里山こども園わたぼうし」を開園。こ
こでのキーワードは、「自然環境のすべてが保育園で
あり、活動は子供たちが考え、子供の力を信じ、地域
の人の関わりが子供を豊かにする」ということでした。
　そして、プログラムの最後には、「風のえんがわ」
という自然に囲まれた古民家レストランで振り返りを
兼ねた意見交換会を実施しました。風のえんがわを営
む多田夫妻も、Go-Conの過去の出場者です。
　この意見交換会で出た意見は、「中間支援組織・行政・
地域の距離感の近さが印象的だった」ということや、

「好きなことを楽しんで行う人がさらに人を惹きつけ
る」こと、「堂々とした地域に誇りを持つ田舎人、魅
力ある仕組みや製品をもっと PR する場があったらい
い」というものでした。
　最後になりますが、本分科会を振り返り、私自身も
江津市の良いところを再発見できました。新たなもの
と古いものの融合により生まれる新鮮で情緒あふれる
町並みや、いきいきと楽しみながらまちのために全力
を注ぐ大人たち。完成したまちは至る所で見ることが
できますが、江津市では日々景色が変わっていく様子
を至る所で見ることができます。江津市にお越しにな
り、このような未完成の中にある魅力を肌で感じてみ
てはいかがでしょうか。発表は以上です。ご清聴いた
だきありがとうございました。

第４分科会【江津市】  NPO 法人てごねっと石見 　清水 結衣
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　皆さん、こんにちは。第５分科会の浜田市から来ま
した、金城町の今福まちづくり委員会から発表をさせ
ていただきます。
　まず、どういったおもてなしをすれば良いかという
ことで、バスから降りられ、１番上の左側の写真です
が、歓迎挨拶の後、お茶席に移動していただきました。
この庭は地域の皆さんが作ってくれました。写真では
滝が４本しか見えませんが、全部で７本あります。こ
の竹を持って、体育館の中に庭を作り、後ろに池も作
りました。そして、茶楽の会の皆さんが抹茶を差し上
げております。お茶にはお菓子がつきものですが、こ
のお菓子も委員会の組織の一員である「保護者世代女
性組織ゆるり」の皆さんが「私たちが作ります」と言っ
て、６人で今福の福と栗で、福栗（ふっくり）という
名前を付けたお菓子を作ってくれました。それが写真
の上の部分でございます。これでお客さんの気持ちも
和んで来たのではないかと思っています。
　それから元の会場に戻りまして、我々が取組んでい
る活動の報告をしました。我々の活動の中で１番は、
９年前にスーパーがなくなりましたので、私たちで市
をやろうと「もやい市」を作り、４月から12月まで
月に２回、第１・第３の土曜日に開催しています。こ
れの応援隊に、地元の島根県立大学の学生さんが、応
援に来てくれます。屋台の手伝いや学びの場を作って
くれています。この学びの場は、子供たちではなく保
護者の皆さんも非常に喜ばれていて、小学生から中学
生まで塾代わりに勉強を教えてくれます。
　それから、委員会の中に「ほっかほっか会」という
組織を作り、農福連携を目指し、さつま芋の栽培を行っ
ています。地元の皆さんにも作って頂いて、我々が買
い上げて焼き芋やスティック芋にし、また、特産加工
品として「蒸すの福ちゃん」「干し芋」を販売してい
ます。そういった活動報告。

それからもう１つは、シャインマスカット栽培です。
これも委員会の組織である「シャインマスカット栽培
PJT」で作っています。目的は、儲かる農業の実証と
地域住民への安価での提供です。今年で５年目にな
り、収穫も軌道に乗って来ました。また、小学生に校
外学習の一環として収穫体験なども行っています。そ
ういった活動報告。
　それから後は、農地利用活用とか課題解決、また、
委員会の交流部会に所属しているサークルや教室の活
動紹介及び、これら団体と一緒に活動している状況を
報告いたしました。
　それから下の写真ですが、左側これは懇親会の時の
歓迎の一コマです。これは14人の踊りのグループ「い
まふく笑舞会」です。ちょっと写真が遠いですが、こ
れは踊りの１つです。当日は４曲ほど踊っていただき
ました。そして右側は夜なべ談義の写真です。夕食交
流会が終わった後で、もう１回席を替えて夜なべ談議
を行いました。この時もお客さんからお酒の提供がご
ざいました。地元のお酒も用意しておりましたが、全
て無くなり、終わったのが、夜中の２時頃でした。
　これは２日目です。２日目は生憎の雨でしたが、左
の写真はウエスタンライディングパークでの乗馬や餌
やりの体験をして頂きました。19名のお客さんの中
で乗馬経験者が２人ぐらいおられましたが、全員に
乗って頂きました。馬はアメリカンクォーターフォー
スという非常におとなしい馬です。そして右側は「幻
の広浜（こうひん）鉄道今福線」の現地に行きました。
この時はちょうど雨が上がりましたので、散策しても
らいました。そして下の写真、これは土木遺産に認定
されておりますアーチ橋です。そして右側が日本海、
浜田港を見ながらの昼食会です。
　参加者の皆さんの感想、あるいは提言ですが、まち
づくり委員会が１つの自治体みたいで、組織の大きさ
あるいは細かさに驚いたというご意見でございまし
た。取り組みの大きさに驚かされたということでござ
います。ありがとうございます。
　それから座学が大変勉強になった。座学というのは
報告会のところです。また、地域づくりは仲間づくり
である事を改めて実感した。
　最後に、全国の地域づくり関係者と意見交換が出来
て、今後の取り組みの参考になりました。これからも、
今福まちづくり委員会の取組みを進化させて行き、仲
間作りを大切にしながら、幸福感度100パーセントを
目指して“支えあう、いま・福のある里づくり”を一
層進めて行きたい。以上で第5分科会の発表を終わり
ます。ありがとうございました。

第５分科会【浜田市】  今福まちづくり委員会 　岩﨑　敏
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　邑南町から参りました。５年前に廃線になった三江
線を逆手にとって地域振興をしたいということで、こ
の５年間取り組んでまいりました。
　その辺の NPO として活動してきた内容、その他、
地域での皆さんの報告をさせていただきたいと思いま
す。
　早速ですが、第１日目、雨の中だったのですが、本
当は私たちの組織を紹介するのが先なのですが、時間
と場所の関係で、まずはトロッコに乗っていただこう
ということで、宇都井駅に来ていただいて、トロッコ
に乗っていただいた。トロッコの定員が10名ですの
で２回に分けて、待っていただいている方はトンネル
を散策するという格好で展開をさせていただきまし
た。
　この駅は高さ20m、階段が116段と大変なところを
上がっていただいたのですが、トロッコはこの宇都井
駅からトンネルを出て、河川の大河を渡って向かい側
の三次市作木町の伊賀和志駅の手前まで行って帰って
くるということで、雨の中で大変お気の毒だったので
すが、多分皆さんには喜んでいただいたのではないか
と思っております。
　その後、夕方になりまして、口羽の方で説明会を江
の川鉄道の説明をさせていただきました。画面の左下
の絵ですが、ここでは我々の取り組みのこれまでの歴
史、それから取り組んでいる現状、その他課題につい
て申し上げたのですが、私たちが本当にありがたいと
思っているのは、この鉄道資産を活かして地域振興を
行おうということで、各地から関係人口という形で関
わってくれる人がいる。トロッコの運転に来てくれる
人もいる、車掌をやってくれる人も、受付やってくれ
る人もいる、こういう人たちによって成り立っており
まして、おかげさんで去年１年間、宇都井駅と口羽
駅入場者数、それからトロッコ乗車数全部合わせて
1,800人、三江線が走っている時には、何人乗ってい
たかも申し上げるまでもないと思いますが、本年度は
多分もっと増えていますので、完全に2,000人は超す

のではないかと思っております。そういう活動の内容
報告と、我々が今後取り組まなきゃいけない課題につ
いてご説明をさせていただきました。
　続いて、その夕方、分科会の交流会ということでや
らせていただきます。口羽公民館にこの活動に対して
非常に熱心に支援をしていただいた、石橋良治邑南町
長も来ていただきまして、我々の活動に対する評価等
も報告していただいたと。
　２日目になりまして、今度は場所を口羽の交流セン
ターという場所に朝から移しまして、私どもとは別の
３団体を紹介しました。３団体といいますのは、阿須
那という地域を再生しようという若い人たちのグルー
プ、それからもう１つはあとで行くのですが久喜銀山
をガイドしている人たちのグループ、そしてはすみ振
興会っていう NPO が立ち上がりました。これは阿須
那・口羽は非常に過疎化の先進地と言われたようなと
ころを、なんとかしなきゃいかんと地元で頑張ってい
たところに、追い打ちをかけるように三江線の廃止と
いうようなことがあったので、高齢者の生活を守るた
めのオンデマンドの運行、それから小さな拠点づくり
の、いわゆる実行部隊としてはすみ振興会という組織
が立ち上がりまして活動している、そういう紹介をさ
せていただきました。
　その後、口羽駅の鉄道公園を見学してきます。今度
は口羽駅の方に行きまして、駅構内から留置車両設備
等を見学していただいたのですが、ここにはさっき
走った車両以外にクラウドファンディングで購入した
車両、その他を残しておりまして、それらを見ていた
だいたり見学し、その後、阿須那の方に移動しまして、
阿須那の町の散策を行いました。阿須那は上賀茂神社
から受けた大きな昔からの神社がありまして、昔から
の町並みと紹介をさせていただきながら、池月酒造さ
んという酒蔵の中に入っていただいて見ていただいて
見学をさせていただいた。
　その後、右側にございます久喜銀山跡に参りました。
ここは大森銀山に勝るとも劣らぬ非常に貴重な銀山跡
だということを改めて感じておりますが、ここを熱心
なガイドで説明をしていただいて見学しました。
　そういう場所を見学した後、この２日間の日程を終
了させていただいたのですが、参加者の方々のご意見
や分科会の内容はとても参考になりました。ありがと
うございました。
　分科会交流会では、地域の食文化を味わうことがで
きて良かったです。参加者の皆さん１人１人と、団体
のメンバーが個別にコミュニケーションを取ることが
できた、これは非常に貴重だったと思います。
　分科会で生まれた様々な方のご縁を大切にしまし
て、今後の活動を続けてまいりたいと思います。これ
で報告を終わらせていただきます。ありがとうござい
ました。

第６分科会【邑南町】  NPO 法人江の川鐵道 　日高 弘之
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　皆さんこんにちは。とよかわの未来をつくる会の小
野涼太と申します。よろしくお願いします。
　この第７分科会では、「ひとが育ち輝くまち益田か
ら全国へ」というテーマのもと、活動を行いました。
参加者の皆さんも地域の皆さんの熱量もすごくて、と
てもこの短い時間でご紹介するのはちょっと酷なの
で、まとめた動画を作ってきました。ぜひご覧くださ
い。

～動画再生～

　今見ていただいたのは、２日間の様子をまとめたも
のになるんですが、ここはさくっと紹介していきたい
と思います。
　１日目の分科会は、今皆さんがいるグラントワのこ
の小ホールのこの舞台上で、益田市の人づくり地域づ
くりについての取り組みを、行政から説明があった
後、豊川地区の活動の取り組みについて説明を行いま
した。
　また、分科会の交流会の方では、参加者の皆様が泊
まられていた MASCOS HOTEL の１階のレストラン
にて行ないました。豊川地区の中学生の和太鼓チーム

「KABUTO」の和太鼓演奏から交流会が始まりました。
皆さん、お話とお酒が進む、とても楽しい会となりま
した。
　２日目は実際に豊川地区に来て、活動を直に体験し
てもらうといったことを行いました。ここでは豊川地
区の中学生高校生の活動グループ、とよかわっしょ
い‼の活動紹介を、僕も社会人 OB として、またこの
日のためにわざわざ大学生が２人帰ってきて、大学生
と社会人の４人で活動紹介を行いました。実際の地域
の活動の中で、小学生と大人が一緒に活動していると
ころの様子も見ていただきました。また、フルーツガー
デンや、とよかわの家といった施設も見学していただ
きました。
　参加者の感想です。次世代に継ぐ仕掛け作りや、人
材育成の基礎を見させていただきました。子供のやっ

てみたい、などの挑戦を支える大人、そしてそれを後
押しする行政の方の包括的な視点っていうのを見れま
した。感じました。という意見があったり、また、子
供を中心に人を育てる環境だったり、楽しみながら継
続する取り組みっていうのを体験できました。など、
皆さんからたくさんの感想や意見をいただくことがで
きました。
　この分科会の受け入れをやってみて振り返って思う
ことなんですけども、みんなが一つのことを作り上げ
ていく段階で、それぞれができることや、やるべきこ
とをやっていって、その過程や一体感っていうのが、
分科会をやっていく中で、チーム豊川としての一体感
というのを感じました。
　この一体感は、地域の活動においても、同じものが
あるのかなというふうにやっていて思いました。そし
てこの分科会を通して、楽しいというものがキーワー
ドだったんですけど、この分科会の受け入れにあたっ
ては、もちろん楽しいことだけじゃなくて、大変なこ
ともあったんですけど、その過程を楽しむっていうこ
とが結果として全員が楽しめる素晴らしい会になった
のかなというふうに思います。
　地域の活動においても、いきなり地域課題から取り
組むのではなくて、自分たちのやりたいことや楽しめ
ることを次々やっていったその結果として課題解決に
つながる、解消につながるといったことが重要なのか
なというふうに、この会を通して改めて思いました。
　そして僕自身なんですけど、この益田豊川地区で子
供として地域の活動を通して育ててもらって、そして
地域作りを志して東京の方の大学に進学して、今年の
３月に大学を卒業して、益田に戻ってきて、今度は大
人の立場というところになった時に思うこととして
は、これまでその地域の方々に育てていただいた、し
てきていただいたことを、今度は次の世代の子たちに
返していきたいなというふうに思っております。恩返
しという言葉はありますけど、地域の方から受けたも
のをそのまま直接お返しするというのは、なかなか形
に残りにくく、返しにくいところではあるんですけれ
ども、次の世代の子供たちに自分たちがしてきても
らったことと同じことをしてあげる、それ以上のこと
をしてあげるといった、恩送りといったことをしてい
きたいなというふうに改めて思いました。
　今回のこの分科会には、地域の豊川地区の皆さんに
かかわっていただきました。その背景には大人も子供
も楽しく、自分たちで主体性を持って活動している姿
があります。地域で人が育ち、一人一人が輝いている
のが豊川地区です。人が育ち、輝く町から全国へとい
うことで、僕たちの熱量、皆さんに届いたのではない
かなと思います。以上で第７分科会の報告を終わりま
す。ありがとうございました。

第７分科会【益田市】  とよかわの未来をつくる会 　小野 涼太
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　第８分科会海士町です。我々は、今回「離島にもっ
と若者の還流を」というテーマで分科会のテーマを決
めて進めてまいりました。来島後、海士町の取り組み
をまず紹介する時間を設けました。
　海士町は行財政改革がきっかけとなって、20年近
く様々な町のまちづくりの取り組みを行ってきまし
た。その中で生まれてきた「大人の島留学」という１
個切り口を、今回皆さんに２日間かけて体感していた
だくというところで、最初の説明を行ってきました。
　１つキーワードとして、若者に選ばれる地域ってど
んな地域なんだろうね？というところをグループに分
かれてディスカッションした後に、それを実際にどの
ようにやっているのかを見て回りました。
　分科会交流会は、島にある海鮮の居酒屋さんで、今
実際に島に来ている大人の島留学生や、大体20代ぐ
らいの若い人たち10名を交えながら交流会としまし
た。
　その後の２次会も含めて、皆さん深くいろんなお話
ができて、いい時間が過ごせたんじゃないかなと思っ
ております。
　２日目は、今回我々は海士町だけではなく、西ノ島
町・知夫村という島前地域を舞台として実施しており
ますので、隣の島へチャーター船を使って移動しまし
た。まず知夫村へ行きまして、ユネスコ世界ジオパー
クに認定されている雄大な景色を見ていただいた後、
ちょうど村の産業文化祭が開かれておりましたので、
その産業文化祭に行って、知夫の皆さんの実際の生活
の姿というものを見てもらいました。
　その後、また船に乗りまして、西ノ島町というもう
１個のお隣の島に移動しました。お昼を食べながらコ
ミュニティ図書館「いかあ屋」という図書館で西ノ島
町に在住してる大人の島留学生等にお話を聞きなが
ら、また理解を深めていただきました。
　最後海士町の方に戻ってきまして、意見交換会とい
うことで、この２日間どうでしたかという話を振り返
りながら、皆さんの来られた地域にどういったヒント

があるのか話をしました。そして最後、島の料理学校
の生徒さんが作った料理を皆さんで一堂に会して食べ
て懇親を深めるということもしました。
　次のページです。最後に参加者の意見であったり、
感想を聞きたいなと思っておりますのでよろしくお願
いします。
　『私がこの２日半過ごした中で１番印象的だと思っ
たのは、このスライドの１番下の方にも書いてあるん
ですが、行った先々の方々のお話をしておられる様子
です。図書館の司書さんとか学習スペースにいる高校
生とか、いろんな方々に行った先々で、分科会の参加
者からいろんな質問を投げかけたんですけれども、ど
んな質問に対しても自分の言葉で熱く語っておられる
姿に、すごく島全体として皆さんが自分事として町を
良くしていこうという風な空気をすごく感じることが
できて、すごいいい経験になりました。ありがとうご
ざいました。』
　ありがとうございます。次のスライド。分科会を振
り返ってというところで、もう１名の方にお話を伺い
たいと思います。お願いいたします。
　『私はこの２日間で、海士町の島前高校の復活や、
島の活性化において感じたことですが、海士町独自の
仕組みに沿って、子供から高齢者の島民の皆さん、行
政、島外から来た若い方が、みんなで島の問題を正面
から１つ１つじっくりと考え話し合って、すぐに行動
に起こしていらっしゃるなと思いました。
　見学させていただいた島の中の日常には、新しい発
想や思いやりがたくさん詰まってました。ピンチは
チャンス、海士町は島民の方より、島民になった全国
の若者たちが、島の古き良き伝統に光を当てて島の
人々とスクラムを組んで、元気な島に生まれ変わらせ
ているんだなと学べました。
　人が人を引きつけて、引きつけられた人がまた人を
呼ぶ。これが還流するってことなんだな。まさしく地
域づくりの大切さを、海士町の皆さんに学ばせていた
だきました。素敵なご縁をありがとうございました』
　ということで、我々地域づくりというところで活動
日々してますけども、今日こういった形でいろんな地
域の方と交流をする中で、我々の地域のことを学んで
もらうというより一緒に議論する中で、新しい学びを
一緒に得られたというところがすごく大きな成果だっ
たのかなと思っています。
　併せて、各地域でやってる取り組みそのままを真似
るというより、各地域のやっているその取り組みの背
景にある考えとか思いみたいなところを汲み取りなが
ら、それぞれの地域に合った取り組みに、逆に今度落
とし込んでいくというのが大事になってくるんじゃな
いかなというのを感想として思いました。
　ありがとうございました。

第８分科会【海士町】  一般財団法人島前ふるさと魅力化財団 　ロドリゲス 拓海
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　宮崎は、楽しくなければ地域づくりじゃないをモットーに活動をしております。来年の宮崎大会に向けて各分科
会さまざまな企画を準備しておりますので、宮崎大会へぜひお越しください。お待ちしております。

◆ 高千穂郷ブロック

　高千穂郷に住まう人々の暮らしに寄り添ったフットパスコース、地元の方々に愛される郷土料理、そして有
名な神楽を用意してお待ちしております。
　阿蘇の広大な自然に沈む夕日、そしてまるで星空に手が届きそうなほどの星空を見て、五感でパワースポッ
トを感じませんか。

◆ 延岡ブロック

　延岡市には、全国でも珍しい焼酎、地ビール、日本酒の３つの酒蔵が揃っており、今回はその三つ蔵を巡っ
て、そのご当地グルメで、皆さんをおもてなししたいと思います。

◆ 日向東ブロック

　日向市は海が近い、山が近い、温かい人たちが近い、日向市サーフスポットで有名です。ゆっくり流れる時
間の中で、海の体験をしてみませんか？そして、ひょっとこたちが踊ります。

◆ 児湯ブロック

　人口16,000人の町に誕生した女子サッカーチーム。若い26人の移住者たちが私たちの町にどんな効果をも
たらしたのか。この事例を使わない手はありません。

◆ 宮崎ブロック

　宮崎市の南部青島を舞台に分科会を開催します。青島地区は、観光客が３倍増える、そして土地の価格も５
倍増えるなどの課題を持つ中で、地域の人たちが地域で子どもたちの教育に投資するというような活動をして
おります。

◆ 西諸ブロック

　日本で最初に国立公園に指定された霧島連山をさまざまな形で体験していただきながら、その恵みを受けて
育った極上の食を満喫していただきます。
　そして、それらを活かしたまちづくりを今リードしている地域商社の事例も紹介できたらと思います。

◆ 都城ブロック

　都城市といえば、肉と焼酎が日本一、そしてふるさと納税日本一。
　肉と焼酎のマリアージュを、ぜひ楽しんでください。

◆ 日南串間ブロック

　猫さえ歩かないシャッター商店街の奇跡の再生について、事例を元に街歩きをします。
　また、都井岬に生息する野生馬が地域にどういう影響を与えたのかガイドとともに学びます。

次回開催県 宮崎県PR
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閉会あいさつ
島根大会実行委員長 小笠原 勝司

　皆さん、３日間お疲れ様でした。
　先ほど宮崎県から、来年度の開催に向けて力強いPRがございました。これで、心置きなく次の宮崎県にバトンタッ
チできるかなと確信をしております。来年度は島根県からも大勢で参りますので、よろしくお願いします。
　今年の３日間、島根県の生活はいかがだったでしょうか。もし、いいねということがありましたら、ぜひ私の方
に直接お伝えいただきたいと思いますし、逆にクレームがありましたら、私以外のスタッフにお伝えいただくと喜
びます。
　今日の分科会報告の中でひとつ、「あーそうなんだ」と思ったのは、もちろん県外の皆さんへのおもてなしに力
を入れたというのは当然なんですけども、地元の皆さんも、おもてなししたことによって、地元の魅力を再発見で
きたという報告がありました。これはエネルギーをかけて皆さんをおもてなししたことの副産物かなと思って、こ
れもありだなと思って聞いておりました。
　私も去年長崎県に行きまして、長崎県でいろいろまわってワークをして、お酒を飲んで知り合ったという方と、
今でもやり取りが続いています。同じように、今年もこの島根大会をきっかけにして、ぜひ１人でも多くの方と、
これからもつながり続けるような関係になっていただいたら、私どもとしても、してやったりかなと思っています
ので、ぜひ名刺交換などまだしていない方は、していただきたいと思います。
　明日からは現実に戻りまして、皆さんそれぞれの道を歩んでいくことになりますけども、同じ方向を向いた仲間
だよねということは、私たちみんな気づいていると思っています。
　ぜひこれからも、ともに助け合ってそれぞれの地域が少しでも良い方向に進むよう、皆さん一緒に頑張っていけ
たらと思います。３日間どうもありがとうございました。来年はぜひ宮崎県で会いましょう。どうもお疲れ様でした。

閉会あいさつ
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全体交流会・全体会アンケート結果

●その他の自由意見

◆私は初参加でしたが、何度も参加された方の話では「料理は今までと比較して良かった」とのことでした。
地域で活動に取り組まれている人達の熱い思いに触れさせていただき、元気をもらいました。準備を進めて
来られた方、運営スタッフの方々、お疲れさまでした、感謝いたします。

◆３日間大変お世話になりました。今回得たことを地元に戻って生かしたいと思います。

◆開催地が西日本に偏っているので東日本でも開催してほしい。

◆全体会での分科会報告までの挨拶が長すぎるように思います。分科会の発表にもっと時間を割くべきだと感
じました。

◆益田駅の電車時刻に合わせたスケジュール。夜の２次会と終了後の昼食場所の紹介もあってよかったと思い
ます。全体的には満足でした。

◆全体として大変有意義な３日間でした。ありがとうございました。

◆運営等お疲れ様でした、たいへん楽しませていただきました。

◆非常に有意義な時間を過ごせました。分科会を含め交流が広がりました

◆全体交流会の食べ残しがあり、フードロスにつながると勿体ないと思いました。

◆全体交流会での石見神楽が大変よかった。第39回のテーマで“ご縁でつながる地域づくり”が島根らしい
内容で良かった。全体会の岡﨑会長のあいさつの内容が良かった。

● あなたの所属

● 全体会の報告の内容は、今後の
　活動に参考となる内容でしたか？

● 全体交流会の食事は
　どうでしたか？

● 島根大会全般について、大会を
　通しての満足度をお聞かせください

● 全国からの参加者と
　交流は深まりましたか？

その他
11％

地域で
活動する方

35％

県市町職員
54％

参考になる内容
ではなかった

3％

あまり参考になる
内容ではなかった

3％

参考になる
内容だった

59％

大変参考になる
内容だった

35％
満足
40％

大変満足
60％

あまり美味しく
なかった

3％
美味しかった

19％

とても美味しかった
78％

あまり
深まらなかった

8％

深まった
54％

とても深まった
38％
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●全体会で参考になったこと、感想等について

◆地域の特徴を多面的にとらえられる内容が多く、実行にうつしたいと思う。

◆各分科会の報告が思った以上に良かったです。島根県の地域づくりが盛んであることを学びました。

◆別の分科会のメンバーと新たに親しく情報交換、意見交換することが出来た。有意義な時間を過ごすことが
出来た。

◆地域づくりは仲間づくり、様々な分科会の話を聞くことができ、参考になりました。

◆普段、会うことがないような方と情報交換ができ、とても有意義な時間となりました。終わった後も連絡を
やりとりできる人ができました。

◆見学やディスカッションも良いが、安来の分科会のように、みんなで体を動かして踊る、みたいな体験がで
きると良い。

◆分科会最中に感激しっぱなしでしたが、益田に参加して良かったと感じます。毎年思う事ですが、参加しな
かった地域の良さは、全体会だけでは伝わらないので、ゆっくり訪れたいです。

◆参加出来なかったほかの分科会の内容を知れたのはよかった

◆それぞれの地域でそれぞれ奮闘している人がいることを発見できて良かった。島根県の幅広い取り組みが参
考になりました

◆参加した分科会以外の地域での取り組みもしっかりまとめてあって非常に参考になりました。

◆各10分の報告では伝わらないことが多く、ワークショップ型で意見交換を全体会で行ってほしい。全体交
流会は飲食を伴うのもよいが、そうでない形も考えていただきたい。全体会は休憩時間が欲しかった

◆全体交流会ではおもてなしの料理が良かった。全体会はそれぞれの発表は良かったが、時間にゆとりがほし
かった。
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参加者一覧
都道府県 氏　　名 所　属　団　体

◆第１分科会：安来市　
宮 崎 県 立　石　一　真 日向ひょっとこ夏まつり実行員会
宮 崎 県 高　橋　勝　栄 NPO法人ひむか体験ワールド
宮 崎 県 末　永　雄　大 ばぁばの知恵袋さくら
宮 崎 県 日　髙　茂　信 やっちみろかい酒谷
熊 本 県 渡　邉　　　光 熊本県合志市
熊 本 県 木　村　　　彰 熊本市
群 馬 県 栗　原　　　靖 群馬県
広 島 県 西　田　達　志 北広島町
長 崎 県 塩　井　康　秀 長崎県地域づくりネットワーク協議会
長 崎 県 日　宇　スギノ フェルム・ド・外海
長 崎 県 山　口　成　美 有限会社シュシュ
長 崎 県 原　野　文　来 長崎県
島 根 県 佐々木　玲　子 島根県教育指導課
島 根 県 高　嶋　保　江 出雲市役所
島 根 県 池　田　哲　也 島根県松江教育事務所
東 京 都 山　岸　美　貴 地域づくり団体全国協議会
栃 木 県 川　瀬　勇　輝 栃木県庁
栃 木 県 川　原　みなみ 栃木県
福 岡 県 吉　田　　　葵 福岡県
和歌山県 菊　地　悠　太 和歌山県
◆第２分科会：松江市　
茨 城 県 山　形　沙也香 茨城県自治研修所
宮 崎 県 児　玉　浩　明 宮崎県
宮 崎 県 金　丸　美保子 NPO法人文化本舗
宮 崎 県 髙　木　ひかり 日向ひょっとこ夏まつり実行員会
宮 崎 県 中　村　光　彦 みやこんじょ力俥組合
宮 崎 県 井　上　　　優 NPO法人宮崎文化本舗
宮 崎 県 植　村　道　広 NPO法人どんぐり1000年の森をつくる会
宮 崎 県 藤　巻　祐　輔 NPO法人どんぐり1000年の森をつくる会
群 馬 県 池　田　典　子 NPO法人　エコ・ボランティア
石 川 県 村　本　睦　子 石川地域づくり協会
長 崎 県 岡　本　勇　一 野母崎で音楽を聴く会
長 崎 県 江　口　眞紀子 上五島ふるさとガイドの会
鳥 取 県 椿　　　善　裕 公益財団法人とっとり県民活動活性化センター
島 根 県 岸　　　尚　樹 島根県中山間地域・離島振興課
東 京 都 川　住　昌　光 地域づくり団体全国協議会
栃 木 県 横　田　英　輔 栃木県庁
福 井 県 多　田　憘　市 NPO法人農と地域のふれあいネットワーク
福 井 県 多　田　憲　市 NPO法人農と地域のふれあいネットワーク
◆第３分科会：出雲市　
沖 縄 県 西　銘　史　則 公益社団法人沖縄県地域振興協会
宮 崎 県 井　尻　　　凪 宮崎県
宮 崎 県 杉　田　英　治 NPO法人五ヶ瀬自然学校
宮 崎 県 馬　場　和　久 ひむか共和国実行委員会
宮 崎 県 有　馬　義　人 川南町若者連絡協議会
宮 崎 県 川　上　喜　義 koyu(^^)freee
熊 本 県 藤　本　峰　子 ゆのまえGT未来ねっと
群 馬 県 山　崎　紫　生 文科創生研究所
香 川 県 桑　田　衣　里 東かがわ市
埼 玉 県 栃　本　雅　慶 埼玉県
青 森 県 松　野　裕　而 青森県庁
長 崎 県 奥　本　茂　子 特定非営利活動法人DONDON奈留
長 崎 県 吉　原　文　子 特定非営利活動法人DONDON奈留
長 崎 県 長　岡　勝　廣 特定非営利活動法人DONDON奈留
長 崎 県 福　喜　京　子 長崎県世界青年友の会
長 崎 県 小　川　ひとみ 長崎県世界青年友の会
島 根 県 岩　田　裕　治 島根県教育指導課
島 根 県 望　月　　　恵 島根県地域政策課
東 京 都 熊　谷　浩　志 地域づくり団体全国協議会
◆第４分科会：江津市
宮 崎 県 青　野　雄　介 一般社団地域おこし協力隊ネットワーク
宮 崎 県 平　田　ひかり NPO法人サン・ヴィレッジ
埼 玉 県 茂　木　八千代 文科創生研究所
石 川 県 石　田　崇　史 石川地域づくり協会
長 崎 県 田　中　秀　穂 千々石こだわり俱楽部
長 崎 県 楠　田　耕　三 （社）南島原世界遺産市民の会
長 崎 県 豊　原　　　稔 長崎県佐世保市世知原町
長 崎 県 宮　本　浩次郎 長崎県
東 京 都 大　上　晴　子 地域づくり団体全国協議会
栃 木 県 高　橋　岳　雄 栃木県
兵 庫 県 岡　田　雄　邦 メイプルタウンクラブ
兵 庫 県 尾　前　和　彦 メイプルタウンクラブ
兵 庫 県 筧　　　和　彦 メイプルタウンクラブ
兵 庫 県 鎌　田　勝　也 メイプルタウンクラブ
兵 庫 県 石　垣　統　久 （公財）しそう森林王国観光協会

都道府県 氏　　名 所　属　団　体

◆第５分科会：浜田市
宮 崎 県 壹　岐　公　晴 NPO法人文化本舗
宮 崎 県 根　岸　裕　孝 宮崎大学
宮 崎 県 寺　原　史　紀 宮崎県
宮 崎 県 吉　谷　直　美 (霧島おむすび自然学校)
宮 崎 県 河　野　通　博 ランプス株式会社
宮 崎 県 鶴　羽　　　浩 宮崎「橋の日」実行員会
宮 崎 県 島　中　星　輝 株式会社ブリング
熊 本 県 川　内　孝　之 山江村観光交流促進協議会
熊 本 県 遠　山　好　勝 中山間松尾集落
香 川 県 藤　岡　　　修 五郷里づくりの会
青 森 県 石戸谷　優　介 青森県庁
石 川 県 三津井　　　司 石川地域づくり協会
長 崎 県 山　口　澄　子 アクロス五島
長 崎 県 網　本　定　信 五島地域つくり応援団
長 崎 県 白　石　敏　郎 NPO森里協議会
島 根 県 服　部　智　明 島根県中山間地域・離島振興課
島 根 県 石　川　　　直 島根県地域政策課
島 根 県 小笠原　啓　太 島根県しまね暮らし推進課
東 京 都 大　和　史　弥 地域づくり団体全国協議会
◆第６分科会：邑南町
宮 崎 県 松　元　　　修 フォレスター（森の守り人）
熊 本 県 稲　田　　　優 NPOかちゃリンクやまえ
香 川 県 橋　本　裕　生 東かがわ市
滋 賀 県 山　村　　　学 滋賀県総務部市町振興課
石 川 県 濱　　　博　一 石川地域づくり協会
長 崎 県 松　村　信　彦 NPO法人 森里海再生協議会
長 崎 県 小　林　善　輝 西海陶器
長 崎 県 土　屋　晴　美 長崎県
島 根 県 島　田　範　明 島根県市町村振興協会
島 根 県 山　内　明　子 （表示なし）
島 根 県 三　代　哲　郎 島根県中山間地域・離島振興課
島 根 県 福　島　芳　明 島根県しまね暮らし推進課
島 根 県 武　田　亮　佑 島根県地域政策課
東 京 都 佐　藤　啓太郎 地方公務員災害補償基金
東 京 都 欺　波　省　三 地域づくり団体全国協議会
福 岡 県 内　田　朱　音 福岡県
北 海 道 小　川　朋　栄 地域づくりネット深川輝人工房
◆第７分科会：益田市
沖 縄 県 石　川　寛　人 公益社団法人沖縄県地域振興協会
宮 崎 県 高　木　慎　平 細島みなと祭り実行員会
宮 崎 県 河　野　景　子 NPO法人都農enjoyスポーツクラブ
宮 崎 県 名　田　敬　仁 NPO法人宮崎文化本舗
熊 本 県 江　浦　　　誠 特定非営利活動法人　自立応援団
熊 本 県 福　島　貴　志 特定非営利活動法人　自立応援団
熊 本 県 生　駒　春　美 特定非営利活動法人　自立応援団
熊 本 県 小　川　　　聡 田舎の体験交流館さんがうら
山 口 県 福　井　貴　己 山口県教育庁
青 森 県 山　田　大　介 青森県庁
大 阪 府 西　井　ちさと 社会福祉法人和泉市社会福祉協議会
大 分 県 片　野　裕　貴 株式会社地域科学研究所
長 崎 県 清　水　啓　介 長崎県地域づくりネットワーク協議会
長 崎 県 山　村　修　生 長崎県地域づくりネットワーク協議会
長 崎 県 福　喜　哲　史 長崎県世界青年友の会
島 根 県 小　島　陵　加 出雲市役所
東 京 都 岡　﨑　昌　之 地域づくり団体全国協議会
東 京 都 米　澤　朋　通 地域づくり団体全国協議会
東 京 都 本　間　　　歩 地域づくり団体全国協議会
◆第８分科会：海士町
沖 縄 県 菊　池　沙亜耶 公益社団法人沖縄県地域振興協会
宮 崎 県 野　川　喜美子 嚶鳴会（おうめいかい）
宮 崎 県 谷　口　由智子 嚶鳴会（おうめいかい）
宮 城 県 杉　浦　風ノ介 六日町合同会社
埼 玉 県 多　胡　優　作 埼玉県
石 川 県 梢　　　正　美 石川地域づくり協会
長 崎 県 青　山　一　信 上五島ふるさとガイドの会
長 崎 県 中　山　忠　治 チーム防人
長 崎 県 田　村　宏　治 佐世保市
長 崎 県 小　原　浩　二 新上五島町
長 崎 県 宇　戸　章　仁 はまぐりデッキ
長 崎 県 宇　戸　淳　子 はまぐりデッキ
鳥 取 県 竹　本　夏　樹 境港市役所
島 根 県 清　水　　　楓 島根県産地支援課
島 根 県 森　口　三　佳 島根県市町村振興協会
東 京 都 杉　田　憲　英 地方公務員共済組合連合会
東 京 都 柳　井　雅　也 地域づくり団体全国協議会
栃 木 県 荒　井　剛　志 栃木県
◆全体会・全体交流会
島 根 県 藤　間　博　之 島根県市町村振興協会
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